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第　　　　　　　    号

　僕
ぼく
が生

う
まれて初

はじ
めて地

ち
球
きゅう
儀
ぎ
を目

め
にした時

とき
のことである。

世
せ
界
かい
はこの小

ちい
さなボールに乗

の
っている、と先

せん
生
せい
が言

い
って、

それを僕
ぼく
にプレゼントした。＜世

せ
界
かい
…＞はここだとずっ

と思
おも
われた草

そう
原
げん
の上

うえ
に立

た
って、他

ほか
に「世

せ
界
かい
は…」と聴

き
い

ても、それがいったいどのくらい大
おお
きいものか、さっぱ

り分
わ
からなかったけれど、＜世

せ
界
かい
＞を僕

ぼく
の震

ふる
える手

て
で回

まわ

してみた。意
い
外
がい
に軽

かる
く、速

はや
く回

まわ
っていた。何

なに
かを征

せい
服
ふく
し

たような妙
みょう
な快

かい
感
かん
が僕

ぼく
の全

ぜん
身
しん
を走

はし
った。

　でも、その地
ち
球
きゅう
儀
ぎ
で自

じ
分
ぶん
の田

いなか
舎の位

い
置
ち
を確

たし
かめようと

いくら探
さが
してみても、名

な
前
まえ
さえ載

の
ってなかったのが不

ふ
思
し

議
ぎ
だった。だいたいのところに、ここだとマークを付

つ
け

たのは、旅
たび
から帰

かえ
ってくる時

とき
、道

みち
に迷

まよ
わないようにと、

考
かんが
えたからだろうか。

　それから、その右
みぎ
側
がわ
へ、つまり東

ひがし
へ目

め
を移

うつ
す。これは

僕
ぼく
たちモンゴル人

じん
が、毎

まい
朝
あさ
起
お
きてからかならず先

さき
に東

ひがし
を

見
み
る習

しゅう
慣
かん
に由

ゆ
来
らい
する。そこには海

うみ
があり、蒼

あお
い蒼

あお
い海

うな
原
ばら

の上
うえ
に細

ほそ
長
なが
い島

しま
が浮

う
かんでいた。その上

うえ
に＜日

に
本
ほん
＞と書

か

いてあった。モンゴル語
ご
でいう＜ナラン　ウルス＞（太

たい

陽
よう
の国

くに
）である。その東

ひがし
にさらに限

かぎ
りなく広

ひろ
がる海

うみ
を見

み
て、

僕
ぼく
はすこし心

こころ
細
ぼそ
くなり、太

たい
陽
よう
が出

で
てくるという＜島

しま
＞の

ところに思
おも
わず目

め
を落

お
とした。

　想
そう
像
ぞう
力
りょく
は躍

やく
動
どう
する――“ナラン”という名

な
の巨

きょ
大
だい
な

＜鳥
とり
＞がそこに＜巣

す
＞を持

も
っているのだ。“ナラン”が巣

す

を出
い
で、草

そう
原
げん
の空

そら
を西

にし
へ西

にし
へと向

む
かって飛

と
ぶのを追

お
って

行
い
けば、この太

たい
陽
よう
の国

くに
にたどり着

つ
くのではないか――。

　この三
さん
十
じゅう
年
ねん
も昔

むかし
の心

こころ
の旅

たび
は、いつしか言

こと
葉
ば
の旅

たび
になっ

ていた。

  僕
ぼく
は八

はち
年
ねん
間
かん
、日

に
本
ほん
に＜巣

す
＞を持

も
って、日

に
本
ほん
語
ご
あるいは

ナラン弁
べん
で色

いろ
んな＜鳥

とり
＞たちと共

とも
に囀

さえず
っていた。言

こと
葉
ば
は

僕
ぼく
の中

なか
に＜巣

す
＞を持

も
っていて、その力

ちから
で僕

ぼく
は旅

たび
している。

われわれの言
こと
葉
ば
はまるやかな宇

う
宙
ちゅう
儀
ぎ
であるのだ。宇

う
宙
ちゅう
の

無
む
限
げん
を様

さま
々
ざま
な言

こと
葉
ば
でまるめて、その上

うえ
に無

む
数
すう
の経

けい
緯
い
を描

えが

くのが、つまりコミュニケーションである。

  今
いま
は日

に
本
ほん
を後

あと
にして三

さん
年
ねん
目
め
だが、日

に
本
ほん
語
ご
がさっぱり分

わ
か

らない人
ひと
と話

はな
している時

とき
、突

とつ
然
ぜん
口
くち
から日

に
本
ほん
語
ご
を零

こぼ
すこと

がある。特
とく
に慌

あわ
てる時

とき
はそうだ。記

き
憶
おく
にしっかりと焼

や
き

付
つ
けられた一

ひと
つひとつの単

たん
語
ご
が一

いっ
本
ぽん
一
いっ
本
ぽん
の綺

き
麗
れい
な羽

う
毛
もう
だ

ろうか、または内
うち
側
がわ
から射

さ
してくる一

いっ
本
ぽん
一
いっ
本
ぽん
の光

こう
線
せん
だろ

うか。

　日
に
本
ほん
語
ご
で磨

みが
いた僕

ぼく
の宇

う
宙
ちゅう
儀
ぎ
がいつも僕

ぼく
の深

しん
層
そう
の中

なか
に

回
まわ
っていることは確

たし
かだ。時

とき
にいくつかの単

たん
語
ご
が自

し
然
ぜん
に

零
こぼ
れることは自

じ
分
ぶん
に対

たい
するある種

しゅ
の確

かく
認
にん
であり、旅

たび
の途

と

中
ちゅう
で描

えが
く美

うつく
しいマークでもある。

1

旅
たび ボヤンヒシグ

（詩
し
人
じん
）
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ボヤンヒシグ〈宝音賀希格〉
詩人。中国内モンゴル自治区生まれ。内モンゴル大学モンゴ
ル語言文学部卒。95 年に来日。法政大学大学院日本文学専攻
修士課程修了。著書に『天の風』（モンゴル語）、『わたしは
モンゴル人』等。その他、｢編集部から ｣に詳述。

記
今号のエッセイでは、通常の辞書には載っていない言葉がい
くつかありますが、詩人である執筆者の選語を尊重し、その
まま掲載しました。

表紙エッセイストプロフィール

　日本で学ぶ外国人留学生が書いた詩、エッセイ、短編小

説を対象とした「留学生文学賞」という賞があります。こ

れは、今号の表紙エッセイを書いてくださったボヤンさん

の『懐情の原形～ナランへの置手紙～』（英治出版、2000 年。

本書は全文を http://www.eijipress.co.jp/reading_online/

0001.asp　にて無料で公開しています。）がきっかけとなっ

た文学賞です。同書は、ボヤンさんの文章に魅入られた日

本人関係者が出版のために出資をつのり、異例の速さで刊

行された後、マスコミで取り上げられたこともあって初版

5,000 部が完売、その印税全額がボヤン賞（現「留学生文

学賞」）の創設に充てられました。昨春の第 2回選考会は、

関係者の手弁当での開催だったようですが、やはりボヤン

さんのように日本語で何かを表現しようと試みている留学

生を励ますことはもとより、日本文学の可能性を広げる一

助ともなる貴重な活動となっています。

　同賞の詳細については、ウェブページ http://www.ryu-

bun.org/ でご覧になれますが、ここで 2003 年度の受賞作

品の一つ、中国の李洋陽さんの「冬」を簡単にご紹介した

いと思います。これは、多くの私費留学生が直面している

様々な場面を、ある留学生の一日を通して鮮やかに描き出

した作品です。アルバイトに追われ、中国人というだけで

受ける謂われのない扱いや、日本と母国との経済的な格差

などを例に、留学生が経験する普遍的な一面と、留学先が

日本であるからこその特殊な一面とが活写されています。

彼女の作品を読むと、現在約８万人と言われる各国からの

留学生が少しでも日本滞在について肯定的な思いを抱ける

ようになることを願わずにはいられません。一方で、多く

の日本人もそれぞれが毎日の生活に追われ、そんな留学生

たちに思いを巡らす余裕を持てないのではとも感じていま

す。「忙」という漢字は「心を亡くす」という会意ですが、

忙しさにまぎれて他者と交わる心や周囲の出来事から何か

を感じる心を亡くさないようにしたいと自戒をこめて思い

ます。最後に、おそらく「冬」に描写されたのと同様に忙

しく厳しい生活を送りながら、上述の『懐情の原形』を書

き上げられたであろうボヤンさんに、心からの敬意を表し

ます。 （tt）

http://www.eijipress.co.jp/reading_online/0001.asp
http://www.eijipress.co.jp/reading_online/0001.asp
http://www.ryu-bun.org/
http://www.ryu-bun.org/
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このコーナーでは、海
かい
外
がい
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
について広

ひろ
く情

じょう
報
ほう
を交
こう
換
かん
したり、お互

たが
いの交

こう
流
りゅう
をはかるために、

各
かく
地
ち
域
いき
の新

あたら
しい試

こころ
みやコース運

うん
営
えい
などについて、関

かん
係
けい
者
しゃ
の方
かた
々
がた
に具

ぐ
体
たい
的
てき
に紹

しょう
介
かい
していただきます。

ロシアにおける日
に
本
ほん
センターの紹

しょう
介
かい

　1991年
ねん
のソビエト連

れん
邦
ぽう
崩
ほう
壊
かい
は、旧

きゅう
ソ連

れん
諸
しょ
国
こく
を混

こん
乱
らん
の渦

うず
へ

と陥
おとしい
れました。この混

こん
乱
らん
から立

た
ち直

なお
る改

かい
革
かく
の一

ひと
つが「市

し
場
じょう

経
けい
済
ざい
への早

そう
期
き
移
い
行
こう
」であり、それを推

すい
進
しん
するための支

し
援
えん
と

して日
に
本
ほん
政
せい
府
ふ
によって日

に
本
ほん
センター開

かい
設
せつ
が構

こう
想
そう
されました。

そして1994年
ねん
にその第

だい
一
いち
号
ごう
であるミルビス日

に
本
ほん
センターが

モスクワに開
かい
設
せつ
され、その後

ご
2001年

ねん
までにロシア６都

と
市
し
に

全
ぜん
部
ぶ
で７つの日

に
本
ほん
センター（ハバロフスク、ウラジオストク、

サハリン、モスクワ／２ヶ所
しょ
、サンクトペテルブルグ、ニ

ジニーノブゴロド）が開
ひら
かれました。日

に
本
ほん
センターの活

かつ
動
どう

の中
ちゅう
心
しん
は、市

し
場
じょう
経
けい
済
ざい
化
か
の過

か
渡
と
期
き
にあるロシア企

き
業
ぎょう
で幹

かん
部
ぶ
お

よびその候
こう
補
ほ
を育

いく
成
せい
しようとする「ロシア企

き
業
ぎょう
経
けい
営
えい
者
しゃ
養
よう
成
せい
計
けい
画
かく
」への協

きょう
力
りょく
事
じ
業
ぎょう
（現

げん
地
ち
でのビジネス講

こう
座
ざ
・

訪
ほう
日
にち
研
けん
修
しゅう
）、地

ち
域
いき
のニーズに合

あ
わせて各

かく
センターが企

き
画
かく
・開

かい
催
さい
する現

げん
地
ち
企
き
画
かく
ビジネス講

こう
座
ざ
、日

にち
露
ろ
のビジネ

ス推
すい
進
しん
を目

もく
的
てき
としたビジネスマッチング、訪

ほう
日
にち
研
けん
修
しゅう
生
せい
同
どう
窓
そう
会
かい
活
かつ
動
どう
の支

し
援
えん
、日

に
本
ほん
語
ご
講
こう
座
ざ
などとなっています。

　日
に
本
ほん
語
ご
講
こう
座
ざ
はビジネス講

こう
座
ざ
と並

なら
ぶ日

に
本
ほん
センターの看

かん
板
ばん
講
こう
座
ざ
で、年

ねん
々
ねん
受
じゅ
講
こう
希
き
望
ぼう
者
しゃ
が増

ふ
え続

つづ
けています。

2003年
ねん
度
ど
は全

ぜん
センター合

ごう
計
けい
で775名

めい
が厳

きび
しい入

にゅう
学
がく
試
し
験
けん
に合

ごう
格
かく
し、全

ぜん
37クラスに分

わ
かれて授

じゅ
業
ぎょう
を受

う
けていま

す。日
に
本
ほん
センターにおける日

に
本
ほん
語
ご
講
こう
座
ざ
は、｢日

に
本
ほん
語
ご
でコミュニケーションできる人

じん
材
ざい
を育

そだ
てる」ことが目

もく

標
ひょう
なので、ロシアの伝

でん
統
とう
的
てき
外
がい
国
こく
語
ご
教
きょう
授
じゅ
法
ほう
である文

ぶん
法
ぽう
力
りょく
と読

どっ
解
かい
力
りょく
を中

ちゅう
心
しん
に教

きょう
科
か
書
しょ
通
どお
りに教

おし
える方

ほう
法
ほう
とはかな

り違
ちが
っています。会

かい
話
わ
練
れん
習
しゅう
、表

ひょう
現
げん
練
れん
習
しゅう
、ビデオやカセットを使

つか
った聞

き
き取

と
り練

れん
習
しゅう
に多

おお
くの時

じ
間
かん
を割

わ
り当

あ
て、

「読
よ
み・書

か
き・聞

き
く・話

はな
す」の４技

ぎ
能
のう
をバランスよく伸

の
ばし、実

じっ
際
さい
に役

やく
立
だ
つ日

に
本
ほん
語
ご
の習

しゅう
得
とく
を目

め
指
ざ
しています。

全
ぜん
センターが、日

に
本
ほん
センター独

どく
自
じ
のガイドラインに沿

そ
ってカリキュラムを設

せっ
定
てい
していますから、各

かく
センタ

ー間
かん
の能

のう
力
りょく
差
さ
が少

すく
なく、転

てん
勤
きん
や引

ひっ
越
こ
しなどで他

た
都
と
市
し
に移

うつ
っても、その地

ち
の日

に
本
ほん
センターで学

がく
習
しゅう
継
けい
続
ぞく
が可

か
能
のう

であるというのも、ロシアの他
ほか
の語

ご
学
がく
学
がっ
校
こう
にはない特

とく
徴
ちょう
の一

ひと
つです。また日

に
本
ほん
語
ご
だけでなく、日

に
本
ほん
の音

おん
楽
がく
、

文
ぶん
学
がく
、映

えい
画
が
、華

か
道
どう
、茶

さ
道
どう
、日

に
本
ほん
食
しょく
など日

に
本
ほん
文
ぶん
化
か
に興

きょう
味
み
を持

も
つ受

じゅ
講
こう
生
せい
のニーズに応

こた
えるべく、センター主

しゅ
催
さい

で生
い
け花

ばな
教
きょう
室
しつ
、折

お
り紙

がみ
教
きょう
室
しつ
、日

に
本
ほん
の歌

うた
を歌

うた
う会

かい
を行

おこな
ったり、在

ざい
外
がい
公
こう
館
かん
主
しゅ
催
さい
の日

に
本
ほん
文
ぶん
化
か
行
ぎょう
事
じ
や講

こう
演
えん
会
かい
を案

あん
内
ない

して、日
に
本
ほん
文
ぶん
化
か
を体

たい
験
けん
する機

き
会
かい
を提

てい
供
きょう
しています。図

と
書
しょ
館
かん
を受

じゅ
講
こう
生
せい
のために開

かい
放
ほう
し、彼

かれ
らが日

に
本
ほん
関
かん
係
けい
の図

と

書
しょ
を閲

えつ
覧
らん
できるサービスもあります。

Japanese Courses at Japan Centers in Russia ―Primarily on Japan Center“MIRBIS”
Japanese Language Teaching Report in the World.

かい がい に ほん ご きょう いく 

ミルビス日
に
本
ほん
センター日

に
本
ほん
語
ご
講
こう
師
し
/

　　モスクワ国
こく
立
りつ
言
げん
語
ご
大
だい
学
がく
通
つう
訳
やく
翻
ほん
訳
やく
学
がく
部
ぶ
日
に
本
ほん
語
ご
学
がっ
科
か
主
しゅ
任
にん
講
こう
師
し
 カメリナ・タチヤナ

ロシアにおける日
に
本
ほん
センターの日

に
本
ほん
語
ご
講
こう
座
ざ

―ミルビス日
に
本
ほん
センターを中

ちゅう
心
しん
に―

カメリナ講
こう
師
し
授
じゅ
業
ぎょう
風
ふう
景
けい
：日

に
本
ほん
人
じん
助
じょ
手
しゅ
とともに
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ミルビス日
に
本
ほん
センター日

に
本
ほん
語
ご
講
こう
座
ざ
の紹

しょう
介
かい

　近
きん
年
ねん
ロシアでは日

に
本
ほん
への関

かん
心
しん
が年

ねん
々
ねん
高
たか
まってきており、

ここ３年
ねん
ほどの驚

きょう
異
い
的
てき
な日

に
本
ほん
食
しょく
ブームの影

えい
響
きょう
もあってか、

日
に
本
ほん
文
ぶん
化
か
に興

きょう
味
み
を持

も
つ人

ひと
が増

ふ
えているようです。1990年

ねん
代
だい

前
ぜん
半
はん
、モスクワにはたった３軒

けん
の日

に
本
ほん
料
りょう
理
り
店
てん
しかなく、し

かもこれらは非
ひ
常
じょう
に高

たか
かったので利

り
用
よう
者
しゃ
は限

かぎ
られたごく一

いち

部
ぶ
の人

ひと
のみでした。それが今

いま
ではモスクワの日

に
本
ほん
料
りょう
理
り
レス

トランは100軒
けん
以
い
上
じょう
となり、私

わたし
達
たち
ごく一

いっ
般
ぱん
の人

ひと
々
びと
が日

に
本
ほん
食
しょく

を楽
たの
しめるようになってきているのです。そのような状

じょう
況
きょう

を反
はん
映
えい
してか日

に
本
ほん
への関

かん
心
しん
も一

いっ
層
そう
高
たか
まり、当

とう
センター日

に
本
ほん

語
ご
講
こう
座
ざ
受
じゅ
講
こう
希
き
望
ぼう
者
しゃ
も増

ふ
えてきており、また受

じゅ
講
こう
生
せい
のモチベ

ーションも高
たか
くなりました。私

わたし
達
たち
の日

に
本
ほん
語
ご
講
こう
座
ざ
は高

こう
等
とう
教
きょう
育
いく
機
き
関
かん
と違

ちが
い、言

げん
語
ご
学
がく
者
しゃ
育
いく
成
せい
が目

もく
標
ひょう
ではありませ

ん。日
に
本
ほん
語
ご
を通

つう
じて日

に
本
ほん
への理

り
解
かい
を深

ふか
めたりビジネスチャンスを広

ひろ
げたりすることを最

さい
重
じゅう
要
よう
課
か
題
だい
としてい

ます。ですから私
わたし
達
たち
は会

かい
話
わ
力
りょく
を重

じゅう
視
し
しており、これが当

とう
講
こう
座
ざ
の大

おお
きな特

とく
長
ちょう
といえるでしょう。

　さてミルビス日
に
本
ほん
センター日

に
本
ほん
語
ご
講
こう
座
ざ
について、少

すこ
し詳

くわ
しくご案

あん
内
ない
しましょう。以

い
下
か
は今

こん
年
ねん
度
ど
（2003年

ねん

度
ど
）の数

すう
字
じ
です。

①講
こう
　師

し
　数

すう
：ロシア人

じん
講
こう
師
し
４名

めい
、日

に
本
ほん
人
じん
講
こう
師
し
１名

めい
、日

に
本
ほん
人
じん
助
じょ
手
しゅ
２名

めい

②受
じゅ

　講
こう

　生
せい

　数
すう
： 計

けい
205名

めい
（初

しょ
級
きゅう
Ⅰ－Ａクラス26名

めい
、初

しょ
級
きゅう
Ⅰ－Ｂクラス32名

めい
、初

しょ
級
きゅう
Ⅱ－Ｃクラス14名

めい
、初

しょ
級
きゅう
Ⅱ－

Ｄクラス25名
めい
、中

ちゅう
級
きゅう
Ⅰ－Ｅクラス16名

めい
、中

ちゅう
級
きゅう
Ⅰ－Ｆクラス16名

めい
、中

ちゅう
級
きゅう
Ⅱ－Ｇクラス20名

めい
、中

ちゅう

級
きゅう
Ⅱ－Ｈクラス22名

めい
、上

じょう
級
きゅう
Ⅰ－Ｍクラス9名

めい
、上

じょう
級
きゅう
Ⅰ－Ｋクラス13名

めい
、上

じょう
級
きゅう
Ⅱ－Ｘクラス12名

めい
）

／うち学
がく
生
せい
35％・社

しゃ
会
かい
人
じん
65％

③期
き
　　　間

かん
：初

しょ
級
きゅう
Ⅰから上

じょう
級
きゅう
Ⅱまで６年

ねん
間
かん
／９月

がつ
開
かい
講
こう
・６月

がつ
末
まつ
修
しゅう
了
りょう

④授
じゅ
　　　業

ぎょう
：１週

しゅう
間
かん
に２

ふつ
日
か
、１回

かい
２時

じ
間
かん

⑤入
にゅう

　学
がく

　試
し

　験
けん
： 毎

まい
年
とし
８月

がつ
。初

しょ
級
きゅう
Ⅰクラスはモスクワ国

こく
立
りつ
言
げん
語
ご
大
だい
学
がく
作
さく
成
せい
の日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
能
のう
力
りょく
判
はん
定
てい
問
もん
題
だい
（ロシア

語
ご
文
ぶん
法
ぽう
・聴

ちょう
力
りょく
・記

き
憶
おく
力
りょく
）を使

し
用
よう
。

⑥受
じゅ
講
こう
生
せい
規
き
則
そく
： 原

げん
則
そく
的
てき
に17歳

さい
以
い
上
じょう
40歳

さい
未
み
満
まん
（入

にゅう
学
がく
時
じ
）、また他

ほか
の機

き
関
かん
で日

に
本
ほん
語
ご
を学

まな
んでいないこと。連

れん
絡
らく

なしで２週
しゅう
間
かん
以
い
上
じょう
欠
けっ
席
せき
の場

ば
合
あい
、および年

ねん
間
かん
で出

しゅっ
席
せき
率
りつ
が50％以

い
下
か
と判

はん
明
めい
した場

ば
合
あい
はその時

じ
点
てん

で除
じょ
籍
せき
。６月

がつ
に実

じっ
施
し
される修

しゅう
了
りょう
試
し
験
けん
不
ふ
合
ごう
格
かく
者
しゃ
も除

じょ
籍
せき
（継

けい
続
ぞく
希
き
望
ぼう
者
しゃ
は８月

がつ
に再

さい
度
ど
入
にゅう
学
がく
試
し
験
けん
を

受
う
ける）。留

りゅう
年
ねん
は６年

ねん
を通

とお
して１回

かい
のみ。

⑦教
きょう
材
ざい
および目

もく
標
ひょう
レベル

主
しゅ
教
きょう
材
ざい

副
ふく
教
きょう
材
ざい

目
もく
標
ひょう
レベル

初
しょ
級
きゅう
Ⅰ「みんなの日

に
本
ほん
語
ご
初
しょ
級
きゅう
Ⅰ」「毎

まい
日
にち
の聞

き
き取

と
り 50 日

にち
初
しょ
級
きゅう
・上

じょう
」他

ほか
日
に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
試
し
験
けん
４級

きゅう
合
ごう
格
かく

初
しょ
級
きゅう
Ⅱ「みんなの日

に
本
ほん
語
ご
初
しょ
級
きゅう
Ⅱ」「毎

まい
日
にち
の聞

き
き取

と
り 50 日

にち
初
しょ
級
きゅう
・下

げ
」他

ほか
日
に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
試
し
験
けん
３級

きゅう
正
せい
答
とう
率
りつ
60％

中
ちゅう
級
きゅう
Ⅰ「新

しん
日
に
本
ほん
語
ご
の中

ちゅう
級
きゅう
」 「文

ぶん
化
か
中
ちゅう
級
きゅう
日
に
本
ほん
語
ご
Ⅰ」他

ほか
日
に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
試
し
験
けん
３級

きゅう
正
せい
答
とう
率
りつ
80％

中
ちゅう
級
きゅう
Ⅱ「総

そう
合
ごう
日
に
本
ほん
語
ご
前
ぜん
期
き
」 「ニュースで学

まな
ぶ日

に
本
ほん
語
ご
パートⅡ」他

ほか
日
に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
試
し
験
けん
２級

きゅう
正
せい
答
とう
率
りつ
60％

上
じょう
級
きゅう
Ⅰ「文

ぶん
化
か
中
ちゅう
級
きゅう
日
に
本
ほん
語
ご
Ⅱ」他

ほか
「実

じつ
力
りょく
アップ！聴

ちょう
解
かい
2 級

きゅう
」他

ほか
日
に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
試
し
験
けん
２級

きゅう
正
せい
答
とう
率
りつ
80％

上
じょう
級
きゅう
Ⅱ「上

じょう
級
きゅう
で学

まな
ぶ日

に
本
ほん
語
ご
」 ビデオ教

きょう
材
ざい
「スーパーの女

おんな
」他

ほか
日
に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
試
し
験
けん
１級

きゅう
正
せい
答
とう
率
りつ
60％

上
じょう
級
きゅう
クラス授

じゅ
業
ぎょう
風
ふう
景
けい
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海
かいがい
外日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
レポート

　会
かい
話
わ
力
りょく
を重

じゅう
視
し
している私

わたし
達
たち
の日

に
本
ほん
語
ご
講
こう
座
ざ
では、週

しゅう
に１回

かい

日
に
本
ほん
人
じん
助
じょ
手
しゅ
との会

かい
話
わ
を授

じゅ
業
ぎょう
の最

さい
初
しょ
に取

と
り入

い
れています。テ

キストの例
れい
文
ぶん
にはない生

い
きた日

に
本
ほん
語
ご
を聞

き
くチャンスが与

あた
え

られていることは大
おお
きなメリットだと考

かんが
えています。そし

て毎
まい
年
とし
春
はる
に行

おこな
われる「ミルビス日

に
本
ほん
センター・スピーチコ

ンテスト」では中
ちゅう
級
きゅう
Ⅰ以

い
上
じょう
の受

じゅ
講
こう
生
せい
がクラス予

よ
選
せん
（全

ぜん
員
いん
参
さん

加
か
）と全

ぜん
学
がく
年
ねん
本
ほん
選
せん
（予

よ
選
せん
通
つう
過
か
者
しゃ
のみ）で自

じ
身
しん
の主

しゅ
張
ちょう
を日

に
本
ほん

語
ご
で披

ひ
露
ろう
してくれます。そのために冬

ふゆ
のうちから受

じゅ
講
こう
生
せい
・

講
こう
師
し
・助

じょ
手
しゅ
が一

いち
丸
がん
となって準

じゅん
備
び
に入

はい
ります。また６年

ねん
間
かん
一
いっ

貫
かん
教
きょう
育
いく
システムですので講

こう
師
し
・助

じょ
手
しゅ
と受

じゅ
講
こう
生
せい
そして受

じゅ
講
こう
生
せい

同
どう
士
し
の間

あいだ
に心

こころ
が通
かよ
い合

あ
い、みんなで励

はげ
ましあいながら頑

がん
張
ば
っています。そうした結

けっ
果
か
として受

じゅ
講
こう
生
せい
達
たち
の心

こころ

の絆
きずな
が固
かた
くなり、日

に
本
ほん
語
ご
を使

つか
うアルバイトを共

きょう
有
ゆう
しあったり、日

に
本
ほん
関
かん
係
けい
の文

ぶん
化
か
フェスティバルに一

いっ
緒
しょ
に出

で

かけたりしています。

　卒
そつ
業
ぎょう
試
し
験
けん
の前

まえ
には皆

みな
緊
きん
張
ちょう
して、必

ひっ
死
し
に準

じゅん
備
び
をします。卒

そつ
業
ぎょう
試
し
験
けん
といえば、課

か
外
がい
試
し
験
けん
「日

に
本
ほん
人
じん
留
りゅう
学
がく
生
せい
をト

レチャコフ美
び
術
じゅつ
館
かん
に案
あん
内
ない
する」は好

こう
評
ひょう
で、その時

とき
に出

で
会
あ
った日

に
本
ほん
人
じん
とその後

ご
も交

こう
流
りゅう
を暖

あたた
めていくケースも

あります。入
にゅう
学
がく
後
ご
、最
さい
終
しゅう
的
てき
に揃
そろ
って卒

そつ
業
ぎょう
できるのは60％程

てい
度
ど
です。そして卒

そつ
業
ぎょう
生
せい
達
たち
は日

に
本
ほん
語
ご
講
こう
座
ざ
同
どう
窓
そう
会
かい
に

入
はい
りますが、全

ぜん
センターの中

なか
で日

に
本
ほん
語
ご
講
こう
座
ざ
の同
どう
窓
そう
会
かい
があるのはミルビス日

に
本
ほん
センターのみです。同

どう
窓
そう
会
かい
は

活
かっ
発
ぱつ
に活

かつ
動
どう
しており、3ヶ月

げつ
に１度

ど
はセミナーが開

ひら
かれたりして、日

に
本
ほん
への関

かん
心
しん
が失

うしな
われることはありま

せん。このように受
じゅ
講
こう
生
せい
は卒

そつ
業
ぎょう
後
ご
も同
どう
窓
そう
生
せい
として一

いち
堂
どう
に集
あつ
まり、日

に
本
ほん
に関

かん
するテーマで議

ぎ
論
ろん
したりしてい

るのです。これら同
どう
窓
そう
会
かい
主
しゅ
催
さい
セミナーへは現

げん
役
えき
の日

に
本
ほん
語
ご
講
こう
座
ざ
受
じゅ
講
こう
生
せい
が授
じゅ
業
ぎょう
の一

いっ
環
かん
として聴

ちょう
講
こう
することもあ

ります。日
に
本
ほん
語
ご
や日

に
本
ほん
文
ぶん
化
か
、つまり日

に
本
ほん
への愛

あい
情
じょう
が同

どう
窓
そう
生
せい
をいつまでも結

むす
びつけているようで、私

わたし
はとて

も嬉
うれ
しく感

かん
じています。

　受
じゅ
講
こう
生
せい
には日

にっ
系
けい
企
き
業
ぎょう
や日

に
本
ほん
との貿

ぼう
易
えき
などに携

たずさ
わっているロシア企

き
業
ぎょう
から勉

べん
強
きょう
しにきている人

ひと
もいます。

当
とう
講
こう
座
ざ
で２年

ねん
間
かん
日
に
本
ほん
語
ご
を学

まな
んだことが評

ひょう
価
か
されこの夏

なつ
から東

とう
京
きょう
で働

はたら
いているカーチャさん（三

みつ
菱
びし
自
じ
動
どう
車
しゃ
）、

日
に
本
ほん
人
じん
の上

じょう
司
し
や同

どう
僚
りょう
と話

はなし
がしたくて熱

ねっ
心
しん
に授

じゅ
業
ぎょう
に通

かよ
うのはアレクサンドルさん（オリンパス）。ジーマ君

くん

は６年
ねん
間
かん
の講
こう
座
ざ
を優
ゆう
秀
しゅう
な成

せい
績
せき
で卒

そつ
業
ぎょう
し、今

いま
は日

に
本
ほん
の通
つう
信
しん
社
しゃ
（共

きょう
同
どう
通
つう
信
しん
）で活

かつ
躍
やく
中
ちゅう
です。日

に
本
ほん
料
りょう
理
り
レストラ

ンのマネージャーであるアンドレイさんは覚
おぼ
えたばかりの日

に
本
ほん
語
ご
を活

い
かして、早

さっ
速
そく
魚
さかな
の買

か
いつけに成

せい
功
こう
し

たそうです。華
か
道
どう
や剣
けん
道
どう
などの師

し
範
はん
であったり、配

はい
偶
ぐう
者
しゃ
が日

に
本
ほん
人
じん
だったり、日

に
本
ほん
語
ご
を使

つか
う仕

し
事
ごと
をするため

に語
ご
学
がく
を身

み
につけようとしていたり…。受

じゅ
講
こう
生
せい
は様

さま
々
ざま
です

が、皆
みな
とても熱

ねっ
心
しん
に学

がく
習
しゅう
しています。彼

かれ
らの努

ど
力
りょく
・実

じつ
力
りょく
が

評
ひょう
判
ばん
となり、最

さい
近
きん
は在

ざい
モスクワの日

にっ
系
けい
企
き
業
ぎょう
が当

とう
日
に
本
ほん
語
ご
講
こう
座
ざ

卒
そつ
業
ぎょう
生
せい
および受

じゅ
講
こう
生
せい
に対

たい
して高

たか
い関

かん
心
しん
を示

しめ
し、求

きゅう
人
じん
も急

きゅう
増
ぞう

しています。彼
かれ
らが日

に
本
ほん
とロシアの架

か
け橋

はし
になるような仕

し

事
ごと
に就

つ
くのを見

み
ることは私

わたし
の喜

よろこ
びでもあります。

　モスクワにお越
こ
しの際

さい
はぜひミルビス日

に
本
ほん
センター日

に
本
ほん

語
ご
講
こう
座
ざ
に立

た
ち寄

よ
り、雰

ふん
囲
い
気
き
のよい講

こう
座
ざ
をのぞいていって下

くだ

さい。お待
ま
ちしております。

　ミルビス日
に
本
ほん
センターＵＲＬ：http://www.jcenter-mirbis.co.ru

書
しょ
道
どう
体
たい
験
けん

日
に
本
ほん
人
じん
助
じょ
手
しゅ
との会

かい
話
わ
実
じっ
践
せん
練
れん
習
しゅう

http://www.jcenter-mirbis.co.ru
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日
に
本
ほん
に滞

たい
在
ざい
して教

きょう
材
ざい
やカリキュラムを開

かい
発
はつ
する

「日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
フェローシップ」（2）

～小
しょう
学
がく
生
せい
用
よう
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
科
か
書
しょ
の作

さく
成
せい
：曾

そ
麗
れい
雲
うん
氏
し
へのインタビュー～

日
に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター制

せい
作
さく
事
じ
業
ぎょう
課
か
・情

じょう
報
ほう
交
こう
流
りゅう
課
か

＜小
しょう
学
がく
生
せい
向
む
け日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
科
か
書
しょ
制
せい
作
さく
プロジェクト開

かい
始
し
の背
はい
景
けい
＞

Ｑ：まず、曾
そ
先
せん
生
せい
が、中

ちゅう
国
ごく
の小

しょう
学
がく
生
せい
用
よう
の日

に
本
ほん
語
ご
の教

きょう
科
か
書
しょ
を作
つく
ることになったきっかけと背

はい
景
けい
を、お話

はな
しいただけますか。

Ａ：中
ちゅう
国
ごく
では、政

せい
府
ふ
の指

し
示
じ
で、小

しょう
学
がっ
校
こう
での英

えい
語
ご
教
きょう
育
いく
が2001年

ねん
から始

はじ
まりました。実

じつ
は、それ以

い
前
ぜん
から、条

じょう
件
けん
の整

ととの
った学

がっ
校
こう
では英

えい
語
ご

や日
に
本
ほん
語
ご
などの外

がい
国
こく
語
ご
教
きょう
育
いく
は行

おこな
われていましたが、これほど全

ぜん
国
こく
レベルではありませんでした。ですので、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
は英

えい
語
ご

教
きょう
育
いく
に追

お
いやられてしまうのではないかという危

き
機
き
感
かん
がありました。また、私

わたし
は遼

りょう
寧
ねい
省
しょう
基
き
礎
そ
教
きょう
育
いく
教
きょう
学
がく
研
けん
修
しゅう
センター（注ちゅう１）の一

いち

員
いん
として、学

がっ
校
こう
現
げん
場
ば
をよく視

し
察
さつ
するのですが、大

だい
連
れん
市
し
のある小

しょう
学
がっ
校
こう
に行

い
った時

とき
に、実

じっ
際
さい
に教

きょう
師
し
や生

せい
徒
と
たちから、今

いま
ある日

に
本
ほん
語
ご

の教
きょう
科
か
書
しょ
は「面

おも
白
しろ
くない、いくら勉

べん
強
きょう
しても話

はな
せるようにならない」という声

こえ
を聞

き
き、コミュニケーション力

りょく
を重

じゅう
視
し
した教

きょう
科
か

書
しょ
を作

つく
りたいと思

おも
うようになりました。幸

さいわ
い、国

こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
北
ぺ
京
きん
事
じ
務
む
所
しょ
からも様

さま
々
ざま
な助

じょ
言
げん
をいただき、また私

わたし
の所

しょ
属
ぞく
先
さき
からも

許
きょ
可
か
を得

え
ることができたので、このプロジェクトが始

はじ
まったのです。

＜フェローシップ申
しん
請
せい
前
まえ
の仕

し
事
ごと
～試

し
用
よう
版
ばん
の作
さく
成
せい
～＞

Ｑ：今
こん
回
かい
、制

せい
作
さく
された教

きょう
科
か
書
しょ
は、小

しょう
学
がっ
校
こう
３年

ねん
生
せい
から６年

ねん
生
せい
が対

たい
象
しょう
ですよね。この教

きょう
科
か
書
しょ
を作

つく
るにあたっての指

し
針
しん
は、どのようなも

のだったのですか？

Ａ：中
ちゅう
国
ごく
でのこれまでの日

に
本
ほん
語
ご
の教

きょう
科
か
書
しょ
は、ただ言

こと
葉
ば
を教

おし
えることを目

もく
的
てき
としたものでしたが、今

こん
度
ど
作
つく
る教

きょう
科
か
書
しょ
では、言

こと
葉
ば
を通

とお
し

て、同
おな
じ年

ねん
代
だい
の子

こ
供
ども
達
たち
の生

せい
活
かつ
ぶりとか行

こう
動
どう
パターンとか言

こと
葉
ば
遣
づか
いとかを教

おし
えたい、そう思

おも
いながら、今

いま
まで出

で
た小

しょう
学
がく
生
せい
向
む
けの

英
えい
語
ご
や日

に
本
ほん
語
ご
の教

きょう
科
か
書
しょ
、例

たと
えば『楽

たの
しい英

えい
語
ご
（ ）』（遼

りょう
寧
ねい
師
し
範
はん
大
だい
学
がく
編
へん
集
しゅう
／遼

りょう
寧
ねい
師
し
範
はん
大
だい
学
がく
出
しゅっ
版
ぱん
社
しゃ
／ 1997年

ねん
）とか、『ひろ

こさんの　たのしい　にほんご』（根
ね
本
もと
牧
まき
、他

ほか
著
ちょ
／凡

ぼん
人
じん
社
しゃ
／ 1986年

ねん
）、『たのしい　こどもの　にほんご』（山

やま
田
だ
伸
のぶ
子
こ
著
ちょ
／大

たい
新
しん
書
しょ

局
きょく
（台
たい
湾
わん
）発
はっ
行
こう
　凡
ぼん
人
じん
社
しゃ
発
はつ
売
ばい
／ 1992年

ねん
）などを参

さん
考
こう
にしながら、アイディアを固

かた
めていきました。そうして作

つく
り上

あ
げた試

し
用
よう
版
ばん
を、

現
げん
場
ば
で１年

ねん
間
かん
使
つか
ってもらい、２～３回

かい
修
しゅう
正
せい
を加

くわ
えながら、教

きょう
科
か
書
しょ
の原
げん
稿
こう
を完
かん
成
せい
させていきました。

Ｑ：その最
さい
初
しょ
の試

し
用
よう
版
ばん
を作

つく
るのに、どのくらいの期

き
間
かん
がかかりましたか？

Ａ：2001年
ねん
４月

がつ
に作

つく
り始

はじ
めたのですが、その年

とし
の９月

がつ
から試

しよ
用
う
版
ばん
を学

がっ
校
こう
で使

つか
い始

はじ
めようとしていたので、印

いん
刷
さつ
のための時

じ
間
かん
もあっ

て、原
げん
稿
こう
を完
かん
成
せい
させて入

にゅう
稿
こう
したのは７月

がつ
末
まつ
でした。つまり、3ヶ月

げつ
半
はん
で作
つく
り上

あ
げたことになります。

Ｑ：そんなに短
たん
期
き
間
かん
だったのですか。曾

そ
先
せん
生
せい
は、これまで教

きょう
科
か
書
しょ
を作
つく
られた経

けい
験
けん
があったのですか？

Ａ：中
ちゅう
学
がく
生
せい
向
む
けのヒアリング教

きょう
材
ざい
を作

つく
って、出

しゅっ
版
ぱん
したことがあります。それから、国

くに
レベルでの高

こう
校
こう
の日

に
本
ほん
語
ご
科
か
の学

がく
習
しゅう
要
よう
領
りょう
を作

つく
る

仕
し
事
ごと
にも参

さん
加
か
してきましたので、今

こん
回
かい
教
きょう
材
ざい
を作

つく
る時

とき
も、できるだけそうした学

がく
習
しゅう
要
よう
領
りょう
（当

とう
時
じ
、すでに存

そん
在
ざい
していた小

しょう
学
がっ
校
こう
英
えい
語
ご

の学
がく
習
しゅう
要
よう
領
りょう
と義

ぎ
務
む
教
きょう
育
いく
課
か
程
てい
の日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
要
よう
領
りょう
）に添

そ
って作

つく
ろうと試

こころ
みました。

Ｑ：実
じっ
際
さい
出
しゅっ
版
ぱん
された『小

しょう
学
がく
日
にち
語
ご
教
きょう
材
ざい
』は、中

ちゅう
国
ごく
語
ご
表
ひょう
記
き
は巻
かん
頭
とう
と巻
かん
末
まつ
の数
すう
ページだけで、中

なか
味
み
の大
たい
半
はん
は日

に
本
ほん
語
ご
だけで作

つく
られています。

これは、全
ぜん
ページにカラーのイラストをたくさん入

い
れることで、子

こ
供
ども
達
たち
に理

り
解
かい
させようという方

ほう
針
しん
ですね。これらのイラスト

も試
し
用
よう
版
ばん
の時
とき
から入

はい
っていたのですか？

Ａ：試
し
用
よう
版
ばん
の時

とき
は、白

しろ
黒
くろ
印
いん
刷
さつ
で、イラストも魯

ろ
迅
じん
美
び
術
じゅつ
学
がく
院
いん
の学

がく
生
せい
さんに頼

たの
んで描

か
いてもらったものです。場

ば
面
めん
設
せっ
定
てい
や登

とう
場
じょう
人
じん
物
ぶつ
は出

しゅっ

版
ぱん
したものと同

おな
じですが、絵

え
の感

かん
じは随

ずい
分
ぶん
違
ちが
います。イラストを描

か
く学

がく
生
せい
は、日

に
本
ほん
語
ご
はわからないし、日

に
本
ほん
の雰

ふん
囲
い
気
き
とかも知

し

Japanese-Language Education Fellowship Program

『日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
通
つう
信
しん
』第

だい
46 号

ごう
で、「日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
フェローシップ」（１）として、フェローシップの

目
もく
的
てき
や採

さい
用
よう
条
じょう
件
けん
などの概

がい
要
よう
を紹

しょう
介
かい
しました。今

こん
回
かい
は同

どう
フェローシップが高

たか
い成

せい
果
か
を上

あ
げた例

れい
の

一
ひと
つとして、「小

しょう
学
がく
生
せい
用
よう
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
材
ざい
の制

せい
作
さく
」というプロジェクトのため、中

ちゅう
国
ごく
から来

らい
日
にち
されて

いた、曾
そ
麗
れい
雲
うん
氏
し
（遼

りょう
寧
ねい
省
しょう
基
き
礎
そ
教
きょう
育
いく
教
きょう
学
がく
研
けん
修
しゅう
センター所

しょ
属
ぞく
）へのインタビューを掲

けい
載
さい
します（イ

ンタビューは 2003 年
ねん
4 月
がつ
に行

おこな
いました）。

国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
事
じ
業
ぎょう
紹
しょう
介
かい

曾
そ
先
せん
生
せい
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「日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
フェローシップ」

らないので、こちらの思
おも
うような絵

え
を描

か
いてもらうのは大

たい
変
へん
でした。いろいろ考

かんが
えた末

すえ
、登
とう
場
じょう
人
じん
物
ぶつ
は、中

ちゅう
国
ごく
に住

す
んでいる日

に
本
ほん

人
じん
の子

こ
供
ども
をモデルにすることにしたのです。　　

＜来
らい
日
にち
してから～日

に
本
ほん
の小

しょう
学
がく
生
せい
の協

きょう
力
りょく
～＞

Ｑ：フェローシップを２度
ど
受
う
けられていますが、２回

かい
とも来

らい
日
にち
の大

おお
きな目

もく
的
てき
は、『小

しょう

学
がく
日
にち
語
ご
教
きょう
材
ざい
』に付

つ
いている音

おん
声
せい
テープの制

せい
作
さく
でした（注ちゅう２）。

Ａ：はい。プロジェクトの初
はじ
めから音

おん
声
せい
テープは、子

こ
供
ども
の声

こえ
にしようと思

おも
っていました。

子
こ
供
ども
は言

こと
葉
ば
ができなくても、雰

ふん
囲
い
気
き
で心

こころ
が通

つう
じるところがありますから。フェロ

ーシップ担
たん
当
とう
の制

せい
作
さく
事
じ
業
ぎょう
課
か
の尽

じん
力
りょく
で、日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター近

ちか
くにある小

しょう
学
がっ
校
こう
の子

こ

供
ども
達
たち
に、歌

うた
や会
かい
話
わ
の収

しゅう
録
ろく
に協

きょう
力
りょく
してもらいました。子

こ
供
ども
達
たち
は、皆

みんな
とても歌

うた
が上
じょうず
手で、

またとても楽
たの
しい雰

ふん　い　き
囲気で録

ろく　おん
音できたので良

よ
かったです。実

じっ　さい
際に、この音

おん　せい
声テー

プは大
だい　こう　ひょう
好評で、中

ちゅう　ごく
国の子

こ　ども　たち
供達も皆

みんな
とても喜

よろこ
んで聞

き
いています。

　　　また、音
おん　せい
声の録

ろく　おん
音だけではなくて、今

いま
の子

こ　ども　たち
供達の言

こと　ば
葉遣

づか
いも大

おお
いに参

さん　こう
考にさせ

てもらいました。『小
しょう　がく　にち　ご　きょう　ざい
学日語教材』は、なるべく自

し
然
ぜん
な子

こ
供
ども
の言

こと
葉
ば
で編

へん
集
しゅう
しよう

と思
おも
っていたので、子

こ
供
ども
達
たち
が実

じっ
際
さい
にどんな言

こと
葉
ば
を使

つか
って自

じ
分
ぶん
の言

い
いたいことを表

ひょう

現
げん
しているか、収

しゅう
録
ろく
を手

て
伝
つだ
ってくれた子

こ
供
ども
達
たち
に聞

き
いて決

き
めたんですよ。

Ｑ：たとえば、どのようなことがありますか？

Ａ：子
こ
供
ども
が、友

とも
達
だち
に自

じ
分
ぶん
の妹

いもうと
を紹

しょう
介
かい
する時

とき
どうしますか？「この人

ひと
は私

わたし
の妹

いもうと
」じゃ、

ちょっと大
おとな
人っぽいでしょう。今

いま
の小

しょう
学
がく
生
せい
に聞

き
いたら、「これ」だったんですよ。

「これ、ぼくの妹
いもうと
」「これ、ぼくの妹

いもうと
だよ」と言

い
うんですね。他

ほか
には、日

に
本
ほん
人
じん
の家

いえ

に行
い
った時

とき
に、家

いえ
の方

かた
が言

い
う言

こと
葉
ば
は、「どうぞお上

あ
がりください」であると私

わたし
た

ちは習
なら
ったのですが、これも今

いま
の子

こ
供
ども
達
たち
に聞

き
いてみると、「お入

はい
りください」の方

ほう
がよく使

つか
われているみたいなんです。今

いま
の

子
こ
供
ども
達
たち
が住

す
んでいるのは、一

いっ
軒
けん
家
や
よりマンションの方

ほう
が多
おお
いですし、また学

がっ
校
こう
でも「お入

はい
りください」ですから。

Ｑ：そうですね。玄
げん
関
かん
の上

あ
がりかまちが、マンションだと大

だい
分
ぶ
低
ひく
いですものね。上

あ
がるって感

かん
じじゃなくなっていますよね。

Ａ：やっぱりね、言
こと
葉
ば
の使

つか
い方
かた
は、日

にち
常
じょう
の生
せい
活
かつ
が変

か
わるにつれて変

か
わるものですから。

＜歌
か
曲
きょく
の掲
けい
載
さい
と著
ちょ
作
さく
権
けん
＞

Ｑ：『小
しょう
学
がく
日
にち
語
ご
教
きょう
材
ざい
』は、試

し
用
よう
版
ばん
の時
とき
よりも、ずっとたくさんの子

こ
供
ども
の歌
うた
が入
はい
っていますね。

Ａ：ええ。でも、著
ちょ
作
さく
権
けん
の問
もん
題
だい
があって、歌

か
詞
し
は掲

けい
載
さい
できたのですが、楽

がく
譜
ふ
を載

の
せることはできなかったのです。楽

がく
譜
ふ
を入

い
れよう

とすると、著
ちょ
作
さく
権
けん
はちょっと面

めん
倒
どう
です。

Ｑ：著
ちょ
作
さく
権
けん
者
しゃ
との交

こう
渉
しょう
は、日

に
本
ほん
に来

き
てからされたのですか？

Ａ：はい。でも、私
わたし
は著

ちょ
作
さく
権
けん
のことがよくわからなくて、このプロジェクトの協

きょう
力
りょく
団
だん
体
たい
である（財

ざい
）国
こく
際
さい
文
ぶん
化
か
フォーラムにだいぶ

助
たす
けてもらいました。

Ｑ：著
ちょ
作
さく
権
けん
料
りょう
を払
はら
うような曲

きょく
はあったのですか？

Ａ：はい。第
だい
１・２冊

さつ
の時

とき
は、民

みん
謡
よう
とかわらべ歌

うた
とか作

さく
者
しゃ
不
ふ
明
めい
のものが多

おお
かったので、それほどお金

かね
がかからなかったのですが、

第
だい
３・４冊

さつ
の時
とき
は、比

ひ
較
かく
的
てき
新
あたら
しい歌

うた
を入

い
れたので、少

すこ
し費

ひ
用
よう
がかかりました。やはり子

こ
供
ども
はだんだん大

おお
きくなって、現

げん
在
ざい
の日

に

本
ほん
にも興

きょう
味
み
を持

も
ち出

だ
す頃
ころ
なので、最

さい
近
きん
の歌
うた
がいいと考

かんが
えたのです。

Ｑ：たとえば、どういう歌
うた
が入
はい
っているのですか？

Ａ：そうですね。たとえば、ちょっと古
ふる
いですが「お正

しょう
月
がつ
」、モシモシ　カメヨ～♪の「うさぎとかめ」とかですね。「棒

ぼう
が一
いっ
本
ぽん
あ

ったとさ」という歌
うた
いながら絵

え
を描

か
く絵

え
かき歌

うた
もあります。それから「今

きょう
日の日

ひ
はさようなら」。６年

ねん
生
せい
くらいの子

こ
どもには、

詞
し
の内
ない
容
よう
として、これからの夢

ゆめ
とか、自

じ
分
ぶん
が何
なに
になりたいかとかを入

い
れる必

ひつ
要
よう
があるので、そうしたこともあわせて考

かんが
えました。

＜フェローシップ終
しゅう
了
りょう
後
ご
、実
じっ
際
さい
に出

しゅっ
版
ぱん
するまで＞

Ｑ：実
じっ
際
さい
に、出

しゅっ
版
ぱん
する際

さい
は、国

こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
の他
ほか
の助

じょ
成
せい
プログラムを利

り
用
よう
されたのですよね？

Ａ：はい。「日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
材
ざい
制
せい
作
さく
助
じょ
成
せい
」（注ちゅう３）というプログラムに申

しん
請
せい
しました。これは、出

しゅっ
版
ぱん
経
けい
費
ひ
の半

はん
分
ぶん
までを助

じょ
成
せい
すると申

しん
請
せい
案
あん
内
ない
に

書
か
いてあったので、第

だい
１・２冊

さつ
発
はっ
行
こう
のための出

しゅっ
版
ぱん
経
けい
費
ひ
600万

まん
円
えん
の半
はん
分
ぶん
を申
しん
請
せい
しました。残

のこ
りの半

はん
分
ぶん
は出

しゅっ
版
ぱん
社
しゃ
に負

ふ
担
たん
してもらうこ

会
かい
話
わ
収
しゅう
録
ろく
風
ふう
景
けい
：日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センターにて

歌
うた
の収

しゅう
録
ろく
風
ふう
景
けい
：日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センターにて
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とにしていたのですが、最
さい
終
しゅう
的
てき
に助

じょ
成
せい
してもらえるのが150万

まん
円
えん
という通

つう

知
ち
が来

き
たので、出

しゅっ
版
ぱん
社
しゃ
との間

あいだ
で問

もん
題
だい
になり、それから慌

あわ
てて資

し
金
きん
集
あつ
めに

走
はし
り回

まわ
ることになりました。結

けっ
局
きょく
、（財

ざい
）国
こく
際
さい
文
ぶん
化
か
フォーラムがいろいろ

と動
うご
いてくれて三

みつ
菱
びし
銀
ぎん
行
こう
国
こく
際
さい
財
ざい
団
だん
とともに援

えん
助
じょ
をしてくれました。他

ほか
に

も経
けい
費
ひ
削
さく
減
げん
の工

く
夫
ふう
をしたりして、なんとか出

しゅっ
版
ぱん
することができたのです。

Ｑ：原
げん
稿
こう
ができても、出

しゅっ
版
ぱん
できるまでが、また大

たい
変
へん
なのですね。

Ａ：はい。教
きょう
材
ざい
を編

へん
集
しゅう
する仕

し
事
ごと
は自

じ
分
ぶん
の力

ちから
でできますが、それ以

い
外
がい
のことは、

私
わたし
一
ひと
人
り
の力

ちから
ではどうしようもないことも多

おお
くて、ハラハラしました。ち

なみに、この『小
しょう
学
がく
日
にち
語
ご
教
きょう
材
ざい
』には、他

ほか
にも教

きょう
師
し
用
よう
の参

さん
考
こう
書
しょ
と問

もん
題
だい
集
しゅう
が

あるのですが、参
さん
考
こう
書
しょ
の方
ほう
は、JICA（注ちゅう4）の助

じょ
成
せい
で出

しゅっ
版
ぱん
しています。

Ｑ：本
ほん
当
とう
にいろいろな所

ところ
から援

えん
助
じょ
をもらっているのですね。ところで、最

さい
初
しょ

の２冊
さつ
は、それぞれ何

なん
部
ぶ
印
いん
刷
さつ
して、いくらで販

はん
売
ばい
したのですか？

Ａ：それぞれ3,000部
ぶ
印
いん
刷
さつ
しました。遼

りょう
寧
ねい
省
しょう
、黒
こく
龍
りゅう
江
こう
省
しょう
、吉
きつ
林
りん
省
しょう
と河

か
南
なん
省
しょう
、これら４省

しょう
の小

しょう
学
がく
生
せい
の日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
がだいたい3,000人

にん

くらいですから。値
ね
段
だん
は、１冊

さつ
が11元

げん
、日

に
本
ほん
円
えん
で160～170円

えん
くらいです。普

ふ
通
つう
の小

しょう
説
せつ
とかの単

たん
行
こう
本
ぼん
が15～17元

げん
ですから、ずい

ぶん安
やす
いです。音

おん
声
せい
テープの方

ほう
は、テープ２本

ほん
で１巻

かん
となっていて、これは教

きょう
科
か
書
しょ
の第

だい
１冊

さつ
分
ぶん
に対

たい
応
おう
するのですが、その１巻

かん

で13元
げん
です。普

ふ
通
つう
の音

おん
楽
がく
テープでしたら、テープ１本

ぽん
で10元

げん
くらいです。

Ｑ：ずいぶん安
やす
いですね。こんな立

りっ
派
ぱ
なケースに入

はい
っていて、テープ２本

ほん
で13元

げん
なんて。

Ａ：ええ。中
ちゅう
国
ごく
では、教

きょう
科
か
書
しょ
の値

ね
段
だん
を決

き
めるのに、政

せい
府
ふ
の制

せい
限
げん
があるのです。制

せい
限
げん
があっても、もし何

なん
十
じゅう
万
まん
部
ぶ
も売

う
れるなら、出

しゅっ
版
ぱん
社
しゃ

に利
り
益
えき
が出

で
ます。実

じっ
際
さい
、英

えい
語
ご
だったら、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
が多

おお
いから、出

しゅっ
版
ぱん
社
しゃ
はもうかりますしね。そういう背

はい
景
けい
があるので、中

ちゅう
国
ごく
政
せい

府
ふ
や省

しょう
や県

けん
などが、教

きょう
科
か
書
しょ
作
さく
成
せい
にお金

かね
を出

だ
そうとはしないんです。でも、日

に
本
ほん
語
ご
、特

とく
に小

しょう
学
がく
生
せい
の日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
は、まだまだ少

すく

ないですからね、3,000部
ぶ
が全

ぜん
部
ぶ
売
う
れても赤

あか
字
じ
になってしまいます。それに、日

に
本
ほん
語
ご
を習

なら
っている子

こ
供
ども
達
たち
は、地

ち
方
ほう
の、それほど

裕
ゆう
福
ふく
ではない地

ち
域
いき
の子

こ
供
ども
が多
おお
いですから、出

しゅっ
版
ぱん
社
しゃ
がコストを回

かい
収
しゅう
できるような値

ね
段
だん
にしたら、ますます売

う
れないです。

Ｑ：でも、教
きょう
科
か
書
しょ
ですから、毎

まい
年
とし
需
じゅ
要
よう
がありますよね。長

なが
い目

め
で見

み
れば、出

しゅっ
版
ぱん
社
しゃ
も元
もと
が取

と
れるのではないですか？

Ａ：全
ぜん
ページがカラーなので、基

き
本
ほん
的
てき
な印
いん
刷
さつ
費
ひ
用
よう
がけっこうかかります。1回

かい
の発
はっ
行
こう
が3,000部

ぶ
程
てい
度
ど
だと、出

しゅっ
版
ぱん
社
しゃ
はやはり赤

あか
字
じ
なのです。

Ｑ：そうですか。日
に
本
ほん
語
ご
を勉

べん
強
きょう
する子

こ
供
ども
が増

ふ
えなければ、出

しゅっ
版
ぱん
し続

つづ
けることさえ困

こん
難
なん
という感

かん
じですね。中

ちゅう
国
ごく
の他

ほか
の省

しょう
でも使

つか
うよ

うになれば、出
しゅっ
版
ぱん
社
しゃ
も積
せっ
極
きょく
的
てき
になるのかもしれませんね。

Ａ：ええ。中
ちゅう
国
ごく
全
ぜん
土
ど
に宣

せん
伝
でん
するための方

ほう
法
ほう
が限

かぎ
られているので、急

きゅう
激
げき
に発

はっ
行
こう
部
ぶ
数
すう
を増

ふ
やすのは難

むずか
しいのですが、国

こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
や

（財
ざい
）国
こく
際
さい
文
ぶん
化
か
フォーラムの広

こう
報
ほう
物
ぶつ
などで宣

せん
伝
でん
してもらったりして、今

いま
努
ど
力
りょく
しているところです。もし、この記

き
事
じ
を読

よ
んで、

『小
しょう
学
がく
日
にち
語
ご
教
きょう
材
ざい
』を入

にゅう
手
しゅ
したいと思

おも
う方

かた
がいたら、是

ぜ
非
ひ
出
しゅっ
版
ぱん
社
しゃ
である遼

りょう
寧
ねい
少
しょう
年
ねん
児
じ
童
どう
出
しゅっ
版
ぱん
社
しゃ
（ ）にご連

れん
絡
らく
く

ださい（Tel：0086-24-23284269 Fax：0086-24-23284272　　E-mail：sezbs@mail.lnpqc.com.cn）。

Ｑ：こうした良
りょう
質
しつ
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
材
ざい
が、現

げん
地
ち
で発
はっ
行
こう
され続

つづ
けることを願

ねが
っています。今

きょう
日は、どうもありがとうございました。

～制
せい
作
さく
事
じ
業
ぎょう
課
か
より～

　「日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
フェローシップ」「日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
材
ざい
助
じょ
成
せい
」双

そう
方
ほう
とも、全

ぜん
世
せ
界
かい
からの申

しん
請
せい
を毎

まい
年
とし
12 月

がつ
に受

う
け付

つ
け、専

せん
門
もん
家
か
による客

きゃっ
観
かん

的
てき
な審

しん
査
さ
に加

くわ
え、教

きょう
材
ざい
の「必

ひつ
要
よう
性
せい
」「有

ゆう
効
こう
性
せい
」や地

ち
域
いき
バランスなどを配

はい
慮
りょ
しながら採

さい
否
ひ
を決

けっ
定
てい
します。今

こん
回
かい
紹
しょう
介
かい
する曾

そ
先
せん
生
せい
の

プロジェクトは、2回
かい
にわたってフェローシップを受

う
け、教

きょう
材
ざい
制
せい
作
さく
助
じょ
成
せい
も受

う
けた稀

まれ
なケースですが、申

しん
請
せい
のつど厳

げん
正
せい
な審

しん
査
さ
を

受
う
け、その重

じゅう
要
よう
性
せい
と内

ない
容
よう
的
てき
な価

か
値
ち
が認

みと
められたものです。一

いっ
般
ぱん
的
てき
に、国

こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
の支

し
援
えん
はプロジェクトにとって補

ほ
完
かん
的
てき
な役

やく

割
わり
しか果

は
たせませんので、申

しん
請
せい
の際

さい
には、プロジェクトの内

ない
容
よう
面
めん
だけでなく、国

こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
以
い
外
がい
の支

し
援
えん
機
き
関
かん
も確

かく
保
ほ
するなど、

体
たい
制
せい
面
めん
・費

ひ
用
よう
面
めん
でもしっかりした計

けい
画
かく
を立

た
てておくことをお薦

すす
めします。

注
ちゅう
１：日

に
本
ほん
の教

きょう
育
いく
委
い
員
いん
会
かい
のような組

そ
織
しき
で、小

しょう
中
ちゅう
高
こう
校
こう
の教

きょう
授
じゅ
法
ほう
研
けん
究
きゅう
や教

きょう
員
いん
研
けん

修
しゅう
を行

おこな
っている。

注
ちゅう
２：曾

そ
先
せん
生
せい
は、平

へい
成
せい
13年
ねん
（2001年

ねん
）度

ど
と平
へい
成
せい
14年
ねん
（2002年

ねん
）度

ど
の２度

ど
に

わたり、それぞれ数
すう
ヶ月

げつ
のフェローシップを受

う
けられました。１回

かい

目
め
は、第

だい
１冊
さつ
と第

だい
２冊
さつ
の作
さく
成
せい
、２回

かい
目
め
は続

ぞく
編
へん
の第

だい
３冊

さつ
と第
だい
４冊
さつ
の作
さく

成
せい
のための来

らい
日
にち
でした

注
ちゅう
３：一

いち
年
ねん
以
い
内
ない
に出

しゅっ
版
ぱん
が確
かく
実
じつ
な教

きょう
材
ざい
などについて出

しゅっ
版
ぱん
費
ひ
の一

いち
部
ぶ
を助

じょ
成
せい
する

プログラムです。助
じょ
成
せい
金
きん
の上

じょう
限
げん
は、基

き
本
ほん
的
てき
には全

ぜん
経
けい
費
ひ
の１/4ですが、

いわゆるODA地
ち
域
いき
については1/2となっています。ただし、いずれ

の場
ば
合
あい
も200万

まん
円
えん
を超

こ
えることはなく、さらに状

じょう
況
きょう
に応

おう
じ金

きん
額
がく
が査

さ

定
てい
されます。近

きん
年
ねん
は予

よ
算
さん
が厳

きび
しく最

さい
高
こう
でも150万

まん
円
えん
の助

じょ
成
せい
額
がく
となっ

ています。

注
ちゅう
４：独

どく
立
りつ
行
ぎょう
政
せい
法
ほう
人
にん
 国
こく
際
さい
協
きょう
力
りょく
機
き
構
こう
（元
もと
、国

こく
際
さい
協
きょう
力
りょく
事
じ
業
ぎょう
団
だん
）

小
しょう
学
がく
日
にう
語
ご
教
きょう
材
ざい
 第
だい
三
さん
冊
さつ
　P22-23
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第　

回

このコーナーでは、これから研究を目指す海外の日本語
の先生方のために、日本語学・日本語教育の研究につい
て情報をおとどけしています。今回のテーマは「言語学
習のメカニズムと Focus on Form」です。

 1. Focus on Formとは

　第二言語習得（Second Language Acquisition, 以

下 SLA）研究には、学習者の脳の中で何が起こっ

ているのかという言語学習のメカニズムを明らかに

しようという研究分野があります。そして、そのメ

カニズムを活性化する教室指導とは、「学習者が意

味のある伝達活動を行う中で必要に応じて言語形式

にも注意を向けさせる」ことだと言われるようにな

りました。これが Focus on Form（FonF）という

考え方です。

（1）教室習得研究の流れ

　20 数年前にKrashen が、教室の文法学習は本当

の習得にはつながらないと主張したことは、大きな

論争になりました。彼の理論を基に考え出されたナ

チュラル・アプローチは、インプットを多く与え、

文法の正確さよりも自然な発話の流暢さを重視した

教授法として、特に北米で広まりました。しかし、

一方で、SLAでは「教室指導は習得につながるか」

という研究がなされるようになりました。今では教

室指導は、学習のスピードを速めること、高い言語

能力を身につけさせることができるという点で、自

然習得にはない強みがあることがわかっています。

それで、次に「どんな指導のタイプがより効果的か」

ということに研究の関心が移りました。そして、指

導のタイプを区別するために、FonF という考え方

が出てきたのです。

（2）指導のタイプと SLA

　FonF と 比 べ ら れ る の が Focus on Meaning

（FonM）と Focus on Forms（FonFS）です。ナチュ

ラル・アプローチやイマージョンに代表される

FonMは、意味重視でコミュニカティブに言語が教

えられますが、これは流暢さを身につけることはで

きても、文法の正確さが身につかないとされていま

す。FonFS とは、オーディオリンガルや文法訳読

法など文法シラバスに基づいたやり方です。

　こちらは文法的正確さを重視していますが、この

やり方では学習したことが長く残らない、流暢さが

身につかないとされています。それで、FonF は流

暢さと正確さの両方を同時に伸ばせるやり方として

期待されているのです。FonF は FonMのように意

味重視ですが、その中で学習者の注意が言語形式に

も向くように色々なテクニックを使おうとしていま

す。

 2. Focus on Formの方法論

（1）Focus on Formのテクニック

　FonF は伝達能力の習得を目指したものですか

ら、学習者が何よりも意味のある伝達活動を行える

ような指導方法をデザインする必要があります。そ

の中で言語形式に注意を向けさせるのですが、はっ

きり注意を向けさせるのではなくて、学習者の言

語使用の認知過程のじゃまをしないで自然に行う

ことが大切です。ですから、意味ある伝達活動を中

断して文法説明を始めたり、機械的なドリル練習を

することはタブーだと考えられています。FonF の

研究者達は、意味のあるコンテクストを与える方法

としてタスク中心の教授法（Task-Based Language 

Teaching: TBLT）も提唱しています。

　FonF の一つの方法として、インターアクション

において伝達上の問題が起きた時にフィードバック

を与えることがあげられます。特にリキャストは、

学習者の言いたいことはそのままにして間違ったと

ころだけを直して繰り返す暗示的なフィードバック

で、インターアクションの流れを止めない自然なや

り方です。

　　例　学習者：図書館に勉強します。
　　　　教　師：ああ、図書館で勉強するんですか。
　また、文字によるインプットでは、学習者に読ま

言語学習のメカニズムとFocus on Form
　上智大学助教授　小柳　かおる
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せるテキストの中で、注意してほしい文法項目に下

線を引いたり、枠で囲んで強調する方法もあります。

　　　例　高校生の時、遠くの学校まで電車で
　　　　　通学していた。
　タスクをデザインする時に、ある言語形式を使う

ことが必須あるいは自然であるようなコンテクスト

を考えたり、認知的に難しいタスクを考えることも

必要です。例えば、あまり知らない土地の地図で道

案内をすることは、自分の住んでいる町で道を教え

るより認知的に難しいことですが、そのようなタス

クの時に学習者は頭を多く使い、言語形式にも注意

が向くのではないかと考えられています。

（2）Focus on Formの研究方法

　FonF にはいくつかのテクニックが考えられます

が、どんな時にそれが有効なのかを実験で調べるの

が、FonF の研究です。何かの FonF 指導をして、

その効果を事前テストと事後テストのスコアの変化

で調べるのです。リキャストが SLAに有効かを調

べるためには、インターアクションの中でリキャス

トをしたグループ、リキャストをせずにインターア

クションだけを行ったグループ、何もしなかったコ

ントロール・グループを比較します。もし、リキャ

ストをしたグループのテストのスコアの伸びが大き

ければ、リキャストは効果があることになります。

そのようなことを統計で分析するのです。

　また、FonF がいつ、どのようにして SLA に効

果をもたらすのかを考えるためには、学習者の頭の

中で何が起こっているかを考えなくてはなりません。

学習者にとって第二言語を使うということは、伝達

場面での言語運用でありますが、同時に脳の中では

言語学習も進行しています。第二言語の能力が低い

場合は、自分の注意や記憶などの認知資源を十分使

うことができません。そのような学習者の認知的な

制約を考える必要があるのです。FonF の有効性を

研究する上では、言語学だけでなく認知心理学の知

識も必要です。このような研究の目的は、言語習得

における学習メカニズムを明らかにすることにあり

ます。学習者がどう学ぶかがわかれば、つまり、ど

う教えるべきかもわかってくると思うのです。

 3. 日本語の Focus on Form研究の意義

　FonF の研究は、北米だけでなくオーストラリア

やヨーロッパなどでも行われています。日本語に関

する研究は日本国外にはありますが、国内ではまだ

あまりありません。しかし、日本語教育の関係者の

間で SLA研究の重要性、必要性を説く声はかなり

高く、FonF のような研究は、日本語教育にもきっ

と役に立つ研究だと思います。日本語教育では記述

的、観察的な SLA研究が多く、習得のモデルが正

しいかどうか実験をして証明していくタイプの理論

研究があまり行われてきませんでした。FonF の研

究が進めば、日本語教授法の基礎科学の役割を果た

す可能性があると思います。

　日本語教育で使われている教科書は、以前に比

べると言語の機能やコンテクストをよく考えて作

られていますが、その多くは文法シラバスであり

FonFS と言えます。ですから、FonF を試してみる

必要があると思われます。また、日本語教育では文

法から意味重視の FonMに急に変わったことはあ

まりなくて、FonFS の中でコミュニカティブに教

えようとしてきました。しかし、年少者のイマージョ

ン教育なども盛んになってきていて、今後 FonM

のような問題が起きる可能性もあります。これか

らの教授法は科学的に実証されたものであるべきで

しょう。

　さらに、日本語についての SLA研究から英語や

スペイン語など SLA理論全体に発信する必要もあ

るでしょう。一つ考えられるのが、日本語の構文に

おける話者の視点や態度です。挿入句や副詞で話者

の視点を表す英語などに比べると、日本語は構文レ

ベルでそれを表現することが多いと考えられていま

す。やりもらいや迷惑受身などはそのいい例です。

学習者は文型の中に感謝の気持ち（例　先生は推薦

状を書いてくださった。）や迷惑な気持ち（例　き

のう夜遅く友だちに来られた。）を込めなくてはな

りません。これらの文型は初級で出てきますが、上

のレベルになっても自発的な発話ではなかなか使え

ないとされています。SLAは学習者が意味や機能

と言語形式を結びつけるプロセスですが、話者の視

点や態度といった機能を文構造に結びつけられるよ

うにFonF が必要だと考えられます。

　言語学習のメカニズムを調べる教室習得研究が、

日本語教育においても盛んになることを願っていま

す。

● Doughty, C. & Williams, J.（１９９８）. Focus on Form 

in Classroom Second Language Acquisition. 

Cambridge University Press.

●  小柳かおる（１９９８）米国における第二言語習得研究動

向『日本語教育』９７, ３７-４７

●  小柳かおる（２００１）第二言語習得研究における認知の

役割『日本語教育』１０９, １０-１９

●  小柳かおる（２００２）展望論文：Focus on Formと日

本語習得研究『第二言語としての日本語の習得研究』

５, ６２-９６

基本的な参考文献
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病
びょう
　院

いん

 
 

しゃ 

に ほん じん せい かつ 

しん み 

　このコーナーでは、国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
日
に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センターが発

はっ
行
こう
している、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
用
よう
「写
しゃ
真
しん
パ

ネルバンク」を使
つか
って、初

しょ
中
ちゅう
等
とう
教
きょう
育
いく
機
き
関
かん
で日

に
本
ほん
語
ご
を教

おし
える先

せん
生
せい
方
がた
が、どのように日

に
本
ほん
人
じん
の生
せい
活
かつ
を

紹
しょう
介
かい
できるかを提

てい
案
あん
していきます。また、文

ぶん
型
けい
、単

たん
語
ご
、漢

かん
字
じ
は、初

しょ
級
きゅう
の学
がく
習
しゅう
者
しゃ
でも読

よ
めるように

やさしいものを使
つか
っています。今

こん
回
かい
は、｢病

びょう
院
いん
へ行

い
く ｣に関

かん
する写

しゃ
真
しん
パネルを集

あつ
めてみました。

 「お大
だい
事
じ
に」…病

びょう
院
いん
へ行

い
く

Japanese Life As Seen in Photographs
Please take care….  Go to the hospital.

Beginning and Intermediate

　日
に
本
ほん
の病

びょう
院
いん
には大

だい
学
がく
の付

ふ
属
ぞく
病
びょう
院
いん

や総
そう
合
ごう
病
びょう
院
いん
のような大

おお
きい病

びょう
院
いん
と、

「××医
い
院
いん
」のような個

こ
人
じん
で開

ひら
い

ている小
ちい
さい病

びょう
院
いん
があります。

　大
おお
きい病

びょう
院
いん
は人
ひと
が多
おお
くて待

ま
つ時

じ

間
かん
が長
なが
いです。

　①はある大
おお
きい病

びょう
院
いん
の待

まち
合
あい
室
しつ
の

写
しゃ
真
しん
です。

診
しん
　察

さつ

　病
びょう
気
き
になったときによくみても

らうお医
い
者
しゃ
さんのことを「かかり

つけのお医
い
者
しゃ
さん」と言

い
います

（文
ぶん
末
まつ
の資

し
料
りょう
も見

み
てみてください）。

　②は病
びょう
気
き
になった人

ひと
が診
しん
察
さつ
を受

う

けているところです。

①

②

※写
しゃ
真
しん
下
した
の（　　）内

ない
の数

すう
字
じ
は写
しゃ
真
しん
パネルバンクの中

なか
での、この写

しゃ
真
しん
の番
ばん
号
ごう
です。

（2－016）

（2－018）



15
このコーナーの担

たん
当
とう
者
しゃ
：高
こう
　偉

い
建
けん
、前
まえ
田
だ
綱
つな
紀
き

写真で見る日本人の生活

料
りょう

資
し

保
ほ
険
けん
証
しょう
など

　初
はじ
めて病

びょう
院
いん
へ行

い
くときは、保

ほ
険
けん

証
しょう
を持

も
っていかなければなりませ

ん。ふつう、かかったお金
かね
の30パ

ーセントを自
じ
分
ぶん
で払

はら
います。

　二
に
度
ど
目
め
に行

い
くときは診

しん
察
さつ
券
けん
を持

も

っていきます。

　病
びょう
院
いん
でもらう薬

くすり
は紙
かみ
の袋

ふくろ
に入
はい
っ

ています。

お見
み
舞
ま
い

　病
びょう
院
いん
に入

にゅう
院
いん
している人

ひと
に会

あ
いに

行
い
くことを「お見

み
舞
ま
い」と言

い
います。

　花
はな
を持

も
っていく場

ば
合
あい
は、根

ね
があ

るものは避
さ
けましょう。「根

ね
（が）

付
つ
く」は「寝

ね
付
つ
く」を思

おも
いおこし、

病
びょう
気
き
が長
なが
びくと考

かんが
える人

ひと
もいます。

　病
びょう
気
き
になった人

ひと
と別

わか
れるときに

よく使
つか
うあいさつは「お大

だい
事
じ
に」

です。

③

④

診
しん
察
さつ
券
けん

保
ほ
険
けん
証
しょう

薬
くすり
袋
ぶくろ

厚
こう
生
せい
労
ろう
働
どう
省
しょう
大
だい
臣
じん
官
かん
房
ぼう
統
とう
計
けい
情
じょう
報
ほう
部
ぶ

平
へい
成
せい
11年
ねん
受
じゅ
療
りょう
行
こう
動
どう
調
ちょう
査
さ
の概

がい
要
よう

「かかりつけ医
い
師
し
の状

じょう
況
きょう
」より

URLは、2003年
ねん
11月

がつ
時
じ
点
てん
のもの

〈http://www.mhlw.go.jp/toukei/

saikin/hw/jyuryo/00/〉

0 20 40 60 80 100 %10 30 50 70 90

総数 
そうすう 

０～１４歳 
さい 

１５～３９歳 
さい 

４０～６４歳 
さい 

６５～７４歳 
さい 

７５歳以上 
さい い じょう 

かかりつけ医がいる 
い 

かかりつけ医がいない 
い 

不詳 
ふ しょう 

わからない 

64.1

66.1

35.9

58.7

75.6

80.7

29.8

26.1

55.8

35.2

19.2

14.5

2.7

1.5

1.4

2.9

3.1

3.2

3.4

6.4

6.9

3.2
2.0

1.6

（2－021）

（2－017）

http://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jyuryo/00/
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◆漢
かん
字
じ
計
けい
算
さん

　漢
かん
字
じ
は一
いち
度
ど
学
まな
んだだけでその形

かたち
を記

き
憶
おく
しておくのはな

かなか大
たい
変
へん
です。しかし、部

ぶ
首
しゅ
の組

く
み合

あ
わせでできてい

る漢
かん
字
じ
もたくさんあり、そのことを利

り
用
よう
すれば、簡

かん
単
たん
に

は忘
わす
れなくなります。

＜準
じゅん
備
び
＞ まず、次

つぎ
の例

れい
のような漢

かん
字
じ
の計
けい
算
さん
問
もん
題
だい
を考

かんが
えて

黒
こく
板
ばん
に書

か
くか、ワークシートを用

よう
意
い
します。足

た

し算
ざん
は引

ひ
き算

ざん
に、掛

か
け算

ざん
は割

わ
り算
ざん
の問
もん
題
だい
にもで

きます。

＜手
て
順
じゅん
＞

１． 例
れい
題
だい
の問
もん
題
だい
をいくつかやって、計

けい
算
さん
のやり方

かた
を説
せつ
明
めい

します。

２． 学
がく
習
しゅう
者
しゃ
にその問

もん
題
だい
を提

てい
示
じ
して答

こた
えを考

かんが
えさせます。

３． クラスで答
こた
えあわせをします。この時

とき
、「人

ひと
」のよ

うに部
ぶ
首
しゅ
になると形

かたち
が少
すこ
し変

か
わるものがあることや

それぞれの部
ぶ
首
しゅ
の大
おお
きさが変

か
わることにも注

ちゅう
目
もく
させ

てください。また、答
こた
えは一

ひと
つの場

ば
合
あい
も、複

ふく
数
すう
にな

る場
ば
合
あい
もあります。

＜アドバイス＞

　活
かつ
動
どう
の形

けい
態
たい
としては、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が一

ひとり
人で答

こた
えを考

かんが
えるの

もいいですが、ペアやグループになって答
こた
えを考

かんが
える活

かつ

動
どう
にしてもいいでしょう。また、先

せん
生
せい
がいくつかの例

れい
を

示
しめ
したあとで、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
に計

けい
算
さん
式
しき
を考

かんが
えさせ、互

たが
いの問

もん
題
だい

に答
こた
えるという活

かつ
動
どう
にすることもできます。

　さらに、漢
かん
字
じ
の部

ぶ
首
しゅ
だけでなく、すでに習

なら
ったカタカ

ナを利
り
用
よう
して漢

かん
字
じ
の計
けい
算
さん
問
もん
題
だい
を作

つく
ることもできます。た

とえば、「夕
ゆう
＋口

くち
」はカタカナの「タ＋ロ」の足

た
し算

ざん
と

考
かんが
えることもできます。カタカナの計

けい
算
さん
の例
れい
をもう少

すこ
し

紹
しょう
介
かい
してみましょう。

　　　例
れい
）イ＋ヒ＝ 化

か
（足

た
し算
ざん
）

　　　　　ヒ×２＝ 比
ひ
（掛

か
け算
ざん
）

このように、漢
かん
字
じ
を分
ぶん
解
かい
して覚

おぼ
えると、覚

おぼ
えやすいですし、

また、次
つぎ
に新

あたら
しい漢

かん
字
じ
を導

どう
入
にゅう
するときにも、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
がそ

のような見
み
方
かた
で漢

かん
字
じ
をみるようになるので効

こう
果
か
的
てき
です。

◆漢
かん
字
じ
じゃんけん

　このゲームは、元
もと
々
もと
、アメリカの日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
マーレン

さんのアイディアです。オーストラリアの『Obento』

という教
きょう
科
か
書
しょ
の中

なか
にも似

に
たようなゲームが紹

しょう
介
かい
されてい

ます。今
こん
回
かい
はそれに、本

ほん
コーナー担

たん
当
とう
者
しゃ
が少
すこ
しアイディ

アを付
つ
け加

くわ
えました。漢

かん
字
じ
の画
かく
数
すう
や書

か
き順

じゅん
にも注

ちゅう
目
もく
させ

て書
か
きの練

れん
習
しゅう
をさせたい人

ひと
におすすめのゲームです。今

こん

回
かい
は、五

ご
画
かく
までの漢

かん
字
じ
を取

と
り上

あ
げてみましょう。

＜準
じゅん
備
び
＞ 勉

べん
強
きょう
した漢

かん
字
じ
を画

かく
数
すう
でまとめたワークシート、

黒
こく
板
ばん

＜手
て
順
じゅん
＞

１． 勉
べん
強
きょう
した漢

かん
字
じ
を画
かく
数
すう
でまとめたワークシートを配

くば
り

ます。

授
じゅ

業
ぎょう

のヒント
　みなさんの学

がく
習
しゅう
者
しゃ
は、覚

おぼ
えた漢

かん
字
じ
の形

かたち
をすぐ忘

わす
れたり、書

か
く練

れん
習
しゅう

をいやがったりしていませんか。今
こん
回
かい
は、授

じゅ
業
ぎょう
の中

なか
で習

なら
った漢

かん
字
じ
や

熟
じゅく
語
ご
を楽
たの
しく書

か
きながら記

き
憶
おく
を強

きょう
化
か
する練

れん
習
しゅう
を3つご紹

しょう
介
かい
します。

● 例
れい
）漢
かん
字
じ
の部

ぶ
首
しゅ
の組

く
み合

あ
わせを使

つか
った計

けい
算
さん
問
もん
題
だい

足
た
し算

ざん

（引
ひ
き算

ざん
）

掛
か
け算

ざん

（割
わ
り算

ざん
）

日
にち
＋月

つき
 ＝（明

めい
）

木
き
＋一

いち
 ＝（本

ほん
）

木
き
＋人

ひと
 ＝（休

きゅう
）

白
しろ
＋一

いち
 ＝（自

じ
、百

ひゃく
）

夕
ゆう
＋口

くち
 ＝（名

な
）

木
き
×２ ＝（林

はやし
）

木
き
×３ ＝（森

もり
）

口
くち
×２ ＝（回

かい
）

口
くち
×３ ＝（品

しな
）

タ
ゆう
×２ ＝（多

た
）

テーマ 楽
たの
しい漢

かん
字
じ
の練

れん
習
しゅう

　
Ideas for Japanese-Language Classrooms

　目
もく
的
てき

　　　・単
たん
調
ちょう
になりがちな漢

かん
字
じ
の練
れん
習
しゅう
を楽
たの
しく行

おこな
う。

　　　・漢
かん
字
じ
のつくりや画

かく
数
すう
や書

か
き順

じゅん
にも注

ちゅう
目
もく
させる。

　　　・熟
じゅく
語
ご
を増

ふ
やす。

　学
がく
習
しゅう
者
しゃ
のタイプ

　　　・初
しょ
級
きゅう
から上

じょう
級
きゅう

　クラスの人
にん
数
ずう

　　　・何
なん
人
にん
でも

　準
じゅん
備
び
するもの

　　　・ワークシート、黒
こく
板
ばん
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２． 教
きょう
師
し
は、一

いっ
画
かく
から五

ご
画
かく
までの習

なら
った漢

かん
字
じ
を学
がく
習
しゅう
者
しゃ
に

あげさせて、それを黒
こく
板
ばん
に書

か
きます。その時

とき
、教

きょう
師
し

は、本
ほん
当
とう
にその漢

かん
字
じ
が指

し
示
じ
した画

かく
数
すう
の漢
かん
字
じ
であるか

どうかを確
たし
かめるように書

か
きます。

一
いっ
画
かく

一
いち

二
に
画
かく

二
に
、人
ひと
、入

にゅう
、七
なな
、八
はち
、九

きゅう

三
さん
画
かく

三
さん
、口
くち
、川
かわ
、山
やま
、土
つち
、万

まん
、千

せん

四
よん
画
かく

火
ひ
、水
みず
、五

ご
、六
ろく
、円
えん

五
ご
画
かく

四
よん
、半
はん

３． 黒
こく
板
ばん
にそれぞれの画

かく
数
すう
の漢
かん
字
じ
が全
ぜん
部
ぶ
出
で
たら、今

こん
度
ど
は、

生
せい
徒
と
がペアになって一

いち
枚
まい
のワークシートに漢

かん
字
じ
を

二
ふたり
人で書

か
いていきます。このとき、Aさんは青

あお
いペ

ン、Bさんは、赤
あか
いペンを持

も
ちます。

４． 一
いっ
画
かく　ごと
毎に、じゃんけんをして、勝

か
った人

ひと
がワークシー

トに一
いっ　かく
画の漢

かん　じ
字から一

いっ　かく
画ずつ漢

かん　じ
字を書

か
いていきます。

５． 最
さい
後
ご
の漢
かん
字
じ
まで書

か
いたら、ゲームは終

お
わりです。そ

して、できるだけたくさん画
かく
数
すう
を書

か
いた人

ひと
の勝

か
ちに

なります。

＜アドバイス＞

　この練
れん
習
しゅう
の前
ぜん
半
はん
は、習

なら
った漢

かん
字
じ
の総
そう
復
ふく
習
しゅう
にも使

つか
えます

し、新
あたら
しい漢

かん
字
じ
の書

か
きの導

どう
入
にゅう
にも使

つか
えます。そして、後

こう

半
はん
は、じゃんけんをやりながら書

か
きの練

れん
習
しゅう
をすることに

なります。漢
かん
字
じ
が書

か
き順

じゅん
や字

じ
形
けい
も含
ふく
めて正

ただ
しく書

か
けてい

るかどうかは、ペアワークの間
あいだ
、先
せん
生
せい
が回
まわ
ってチェック

するとよいでしょう。この時
とき
、ふたりが違

ちが
う色
いろ
のペンで

書
か
いていると、だれがどこで間

ま
違
ちが
えているかをチェック

することができます。また、学
がく
習
しゅう
者
しゃ
も一
いっ
画
かく
、一
いっ
画
かく
を意

い
識
しき

できたり、お互
たが
いに間

ま
違
ちが
いを見

み
つけやすくなります。

◆ 熟
じゅく
語
ご
しりとり

　このゲームは、熟
じゅく
語
ご
の後

うし
ろの漢

かん
字
じ
で始

はじ
まる熟

じゅく
語
ご
をつな

げていくゲームです。漢
かん
字
じ
熟
じゅく
語
ご
をたくさん習

しゅう
得
とく
した中

ちゅう
級
きゅう

以
い
上
じょう
の学
がく
習
しゅう
者
しゃ
が対

たい
象
しょう
となります。

＜準
じゅん
備
び
＞クロスワードのワークシート

＜手
て
順
じゅん
＞

１． はじめに、教
きょう
師
し
が一
ひと
つの熟

じゅく
語
ご
を与
あた
え、ワークシート

に書
か
かせます。今

こん
回
かい
は、「日

に
本
ほん
」という熟

じゅく
語
ご
を与

あた
え

てみましょう。

２． そして、ゲームのやり方
かた
を説

せつ
明
めい
するため、次

つぎ
に学
がく
習
しゅう

者
しゃ
には「本

ほん
」で始

はじ
まる熟

じゅく
語
ご
を考

かんが
えるよう指

し
示
じ
します。

３． やり方
かた
がわかったら、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
をグループに分

わ
け、一

いっ

定
てい
時
じ
間
かん
を与
あた
え、しりとりを考

かんが
えさせます。

４． 時
じ
間
かん
になったら、黒

こく
板
ばん
に答
こた
えを書

か
いてもらいます。

そして熟
じゅく
語
ご
の読

よ
み方
かた
や意

い
味
み
の確
かく
認
にん
をします。一

いち
番
ばん
長
なが

くて正
ただ
しい熟

じゅく
語
ご
のしりとりを考

かんが
えたグループを勝

か
ち

とします。

＜アドバイス＞

　漢
かん　じ
字の熟

じゅく　ご
語を思

おも
い出

だ
すのは難

むずか
しいかもしれないので、

辞
じ　しょ
書を使

つか
ってもよいです。

　また、以
い　か
下の例

れい
のように、穴

あな　う
埋めをして熟

じゅく　ご
語のしりと

りを完
かん　せい
成させる問

もん　だい
題を先

せん　せい
生が準

じゅん　び
備するという方

ほう　ほう
法もあり

ます。

「熟
じゅく
語
ご
しりとり」例

れい
（答
こた
えは参

さん
考
こう
文
ぶん
献
けん
の下

した
にあります）

日 本 

（①） 間 

食 （②） 

件 名 

（③） 

注
ちゅう
： 上

じょう
記
き
は教

きょう
師
し
が黒
こく
板
ばん
に書

か
く図

ず
です。生

せい
徒
と
用
よう
のワークシート

は右
みぎ
側
がわ
が空

くう
欄
らん
になっています。

＜図
ず
＞

参
さん
考
こう
文
ぶん
献
けん

1.『Japanese for young people  II. Kanji workbook』 AJALT

2.『絵
え
でわかるかんたんかんじ 80』スリーエーネットワーク

3.『漢
かん じ
字学

がく しゅう
習のアイディア』小

しょう がく かん
学館

4. 『コピーして使
つか
える楽

たの
しい漢

かん じ
字クイズ＆パズル＆ゲーム』

  黎
れい めい しょ ぼう
明書房

5.『Basic Kanji Book 500』凡
ぼん じん しゃ
人社

6.『漢
かん じ
字が楽

たの
しくなる本

ほん
』太

た ろう じ ろう しゃ
郎次郎社

7.『漢
かん じ あそ
字遊びファックス資

し りょう しゅう
料集』民

みん しゅう しゃ
衆社

小
こ
玉
だま
安
やす
恵
え
、阿

あ
部
べ
洋
よう
子
こ
（日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター専

せん
任
にん
講
こう
師
し
）

　読
どく
者
しゃ
の皆
みな
さんからのアイディア、成

せい
功
こう
例
れい
、失
しっ
敗
ぱい
談
だん
などぜひお寄

よ
せください。

  「熟
じゅく
語
ご
しりとり」解

かい
答
とう
例
れい
　　　①人　　②事　　③前



18

『毎
まい
日
にち
の聞

き
きとり』シリーズの新

あたら
しい教

きょう
材
ざい

『中
ちゅう
上
じょう
級
きゅう
日
に
本
ほん
語
ご
音
おん
声
せい
教
きょう
材
ざい
　毎

まい
日
にち
の聞

き
きとり plus40 上

じょう
巻
かん
・下

げ
巻
かん
』

　この教
きょう
材
ざい
は、初

しょ
級
きゅう
と中

ちゅう
級
きゅう
の「毎

まい
日
にち
の聞

き
きとり

50日
にち
」に続

つづ
く、新

あたら
しい教

きょう
材
ざい
です。練

れん
習
しゅう
問
もん
題
だい
があ

る本
ほん
冊
さつ
と、ＣＤ、音

おん
声
せい
のスクリプトと解

かい
答
とう
例
れい
が

ある別
べっ
冊
さつ
で構

こう
成
せい
されています。内

ない
容
よう
は、比

ひ
較
かく
的
てき

易
やさ
しいものから順

じゅん
番
ばん
に、上

じょう
巻
かん
（１課

か
～20課

か
）、下

げ

巻
かん
（21課

か
～40課

か
）の２分

ぶん
冊
さつ
になっています。後

こう
半
はん

に比
ひ
較
かく
的
てき
長
なが
く難

むずか
しい問

もん
題
だい
があり、中

ちゅう
級
きゅう
から上

じょう
級
きゅう

への橋
はし
渡
わた
しを意

い
識
しき
して作

つく
られている点

てん
が、この

教
きょう
材
ざい
の特

とく
徴
ちょう
です。

▽日
に
本
ほん
の文

ぶん
化
か
から現

げん
代
だい
事
じ
情
じょう
まで、

　楽
たの
しいトピックが満

まん
載
さい

　新
しん
聞
ぶん
やニュースに取

と
り上

あ
げられた現

げん
代
だい
日
に
本
ほん

の一
いち
面
めん
を表

あらわ
す40のトピックが取

と
り上

あ
げられてい

ます。練
れん
習
しゅう
を進
すす
めるうちに、日

に
本
ほん
の生

せい
活
かつ
でよく

使
つか
われている言

こと
葉
ば
や表

ひょう
現
げん
を学

まな
ぶことができると

ともに、日
に
本
ほん
や日

に
本
ほん
人
じん
についての知

ち
識
しき
も得

え
られ

ます。例
たと
えば、上

じょう
巻
かん
では、日

に
本
ほん
的
てき
な「風

ふ
呂
ろ
敷
しき
」を

トピックにした課
か
や、日

に
本
ほん
の子

こ
供
ども
の遊

あそ
びに関

かん
連
れん

した「じゃんけん」「だるまさんがころんだ」など

をトピックにした課
か
があります。下

げ
巻
かん
では、現

げん

代
だい
日
に
本
ほん
事
じ
情
じょう
に関

かん
連
れん
した、「結

けっ
婚
こん
するなら年

とし
上
うえ
？

年
とし
下
した
？」「睡

すい
眠
みん
不
ぶ
足
そく
じゃありませんか」などをト

ピックとした課
か
があり、新

しん
聞
ぶん
に掲

けい
載
さい
されたグラ

フやデータなどを見
み
ながら、聞

き
きとり練

れん
習
しゅう
がで

きるようになっています。　

▽総
そう
合
ごう
的
てき
な日

に
本
ほん
語
ご
力
りょく
を高

たか
めることを

　目
もく
標
ひょう
とした「音

おん
声
せい
言
げん
語
ご
教
きょう
材
ざい
」

　この教
きょう
材
ざい
は、「聞

き
きとり」に焦

しょう
点
てん
をあてて作

さく
成
せい

されたものですが、「聞
き
きとり」を通

つう
じて、総

そう
合
ごう

的
てき
な日

に
本
ほん
語
ご
力
りょく
を高
たか
めることができるように工

く
夫
ふう

されています。１課
か
は、「イラスト」「聞

き
くまえ

に」「ことば」「聞
き
きましょう」「聞

き
いたあとで」で

構
こう
成
せい
されています。まず、「イラスト」でこれか

ら聞
き
く話

はなし
に対

たい
するイメージをふくらませ、「聞

き

くまえに」「ことば」で、その課
か
で扱

あつか
う話

わ
題
だい
の背
はい

景
けい
知
ち
識
しき
や関

かん
連
れん
語
ご
彙
い
を取

と
り上

あ
げて、聞

き
く準

じゅん
備
び
をし

ます。そして、「聞
き
きましょう」で、ＣＤを聞

き
き

ながら問
もん
題
だい
に答

こた
えます。Ⅰ、Ⅱの２種

しゅ
類
るい
の問

もん
題
だい

があり、Ⅰは、聞
き
きとりの方

ほう
策
さく
（ストラテジー）

を身
み
につけることを目

もく
的
てき
とした練

れん
習
しゅう
です。Ⅱは、

内
ない
容
よう
を正
せい
確
かく
に、深

ふか
く理

り
解
かい
できるように、聞

き
き直
なお

しながら行
おこな
う練

れん
習
しゅう
です。「聞

き
いたあとで」には、

その話
わ
題
だい
についての知

ち
識
しき
や内

ない
容
よう
を深

ふか
めるための

「読
よ
み物

もの
」や「一

ひと
口
くち
メモ」、学

がく
習
しゅう
した言

こと
葉
ば
を使
つか
える

ようにするための「ことばの練
れん
習
しゅう
」、日

に
本
ほん
語
ご
の音
おん

声
せい
的
てき
な特
とく
徴
ちょう
をとらえ、聞

き
くコツをつかむための

「聞
き
きとりのヒント」があります。これらをうま

く組
く
み合

あ
わせて、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
のニーズに合

あ
った活

かつ
用
よう

方
ほう
法
ほう
を考

かんが
えたいものです。

●データ●
z宮

みや
城
ぎ
幸
さち
枝
え
、三
みつ
井
い
昭
あき
子
こ
、牧
まき
野
の
恵
けい
子
こ
、柴
しば
田
た
正
まさ
子
こ
、

太
おお
田
た
淑
よし
子
こ
 x凡

ぼん
人
じん
社
しゃ
（〒102-0093 東

とう
京
きょう
都
と
千
ち
代
よ
田
だ

区
く
平
ひら
河
かわ
町
ちょう
1-3-13 菱

りょう
進
しん
平
ひら
河
かわ
町
ちょう
ビル1F　TEL.03- 

3263-3959 FAX.03-3263-3116 URL www. 

bonjinsha.com c上
じょう
2003年

ねん
4月
がつ
7日
か
 下
げ
2003年

ねん
5

月
がつ
23日

にち
 v上

じょう
4-89358-539-8 下

げ
4-89358-540-1 

b上
じょう
B5判

ばん
82ページ 下

げ
B5判

ばん
84ページ n各

かく
2,100

円
えん
 m各

かく
巻
かん
 別
べっ
冊
さつ
本
ほん
文
ぶん
スクリプト解

かい
答
せつ
例
れい
、CD付

つ
き

　「日
に
本
ほん
語
ご
の教

きょう
材
ざい
や図

と
書
しょ
に関

かん
する新

あたら
しい情

じょう
報
ほう
がほしい」という海

かい
外
がい
の先

せん
生
せい
方
がた
の声

こえ
をよく

聞
き
きます。このコーナーでは、最

さい
近
きん
出
しゅっ
版
ぱん
された日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
材
ざい
や参
さん
考
こう
書
しょ
を中

ちゅう
心
しん
に紹

しょう
介
かい
してい

きます。誌
し
面
めん
の制

せい
約
やく
上
じょう
、一

いっ
回
かい
に多

おお
くの本

ほん
を紹

しょう
介
かい
できませんが、「海

かい
外
がい
の先

せん
生
せい
にとって使

つか

いやすい教
きょう
材
ざい
」「授

じゅ
業
ぎょう
や研

けん
究
きゅう
の役

やく
に立

た
つ本

ほん
」、また、「知

し
っていると便

べん
利
り
な図

と
書
しょ
・資

し
料
りょう
」

などを取
と
り上

あ
げます。

－新
しん
刊
かん
教
きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹
しょう
介
かい
－

上
じょう
巻
かん
　目

もく
次
じ

本
ほん

ばこ
Bookshelf： Introduction of New Titles

下
げ
巻
かん
　目

もく
次
じ

P1 P2

※データ凡
はん
例
れい
　z著

ちょ
者
しゃ
　x出

しゅっ
版
ぱん
社
しゃ
　c刊

かん
行
こう
年
ねん
月
げつ
　vISBN　b判

はん
型
けい
・ページ数

すう
　n定

てい
価
か
　mその他

た

http://www.bonjinsha.com
http://www.bonjinsha.com
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　本
ほん
書
しょ
は、「『授

じゅ
業
ぎょう
中
ちゅう
に楽
たの
しい会

かい
話
わ
が生

う
まれるき

っかけとなるイラスト』を目
め
指
ざ
し」、作

さく
成
せい
された

初
しょ
級
きゅう
用
よう
の補

ほ
助
じょ
教
きょう
材
ざい
です。

　内
ない
容
よう
は、語

ご
彙
い
と文

ぶん
型
けい
の「導

どう
入
にゅう
」、語

ご
彙
い
と文
ぶん
型
けい
の

定
てい
着
ちゃく
を目

め
指
ざ
す「練

れん
習
しゅう
」、発

はっ
展
てん
の活
かつ
動
どう
のための「応

おう

用
よう
」、６～７課

か
ごとに行

おこな
う「復

ふく
習
しゅう
」の４種

しゅ
類
るい
のイ

ラスト、計
けい
88枚

まい
と、別

べっ
冊
さつ
の「解

かい
説
せつ
」から構

こう
成
せい
され

ています。イラストの各
かく
ページは切

き
り離
はな
して使

つか

えるように切
き
り取

と
り線

せん
が入

はい
っています。「解

かい
説
せつ
」

には各
かく
イラストについて以

い
下
か
の項
こう
目
もく
がまとめら

れているので、本
ほん
書
しょ
が準

じゅん
拠
きょ
している『みんなの

日
に
本
ほん
語
ご
初
しょ
級
きゅう
Ⅰ』以

い
外
がい
の教

きょう
材
ざい
で学
がく
習
しゅう
している学

がく
習
しゅう

者
しゃ
にも利

り
用
よう
できます。特

とく
に、簡

かん
潔
けつ
で具

ぐ
体
たい
的
てき
な活

かつ

動
どう
例
れい
は教

きょう
師
し
の参
さん
考
こう
になるでしょう。

　　学
がく
習
しゅう
項
こう
目
もく
／ 学
がく
習
しゅう
目
もく
標
ひょう
：

文
ぶん
型
けい
や語

ご
彙
い
／活
かつ
動
どう
の目

もく
標
ひょう

　　内
ない
　　容

よう
：イラストの説

せつ
明
めい

　　活
かつ
　　動

どう
： イラスト使

し
用
よう
例
れい
とその例

れい
文
ぶん
やモ

デル会
かい
話
わ

　　参
さん
　　考

こう
：補

ほ
足
そく
説
せつ
明
めい
など

　　追
つい
加
か
語
ご
彙
い
： 準

じゅん
拠
きょ
教
きょう
材
ざい
に加

くわ
えて導

どう
入
にゅう
が必

ひつ
要
よう
な

語
ご
彙
い

　視
し
覚
かく
的
てき
な素

そ
材
ざい
は外

がい
国
こく
語
ご
の学

がく
習
しゅう
でよく利

り
用
よう
され

ますが、本
ほん
書
しょ
では視

し
覚
かく
素
そ
材
ざい
の可

か
能
のう
性
せい
を生

い
かし、

楽
たの
しく印

いん
象
しょう
的
てき
なイラストで新

あたら
しい語

ご
彙
い
や文

ぶん
型
けい
の

理
り
解
かい
や記

き
憶
おく
を助
たす
けるものや、会

かい
話
わ
の展

てん
開
かい
を示
しめ
し

たり、場
ば
面
めん
設
せっ
定
てい
を明

めい
確
かく
にしたりするものなど、

さまざまです。「解
かい
説
せつ
」で紹

しょう
介
かい
されている活

かつ
動
どう
も、

日
にち
常
じょう
生
せい
活
かつ
ですぐ役

やく
立
だ
つ場

ば
面
めん
設
せっ
定
てい
のものから、日

に

本
ほん
事
じ
情
じょう
や異

い
文
ぶん
化
か
理
り
解
かい
につながるものまで種

しゅ
類
るい
が

豊
ほう
富
ふ
です。

　また、二
に
次
じ
的
てき
な利

り
用
よう
法
ほう
としてですが、たとえ

ば、83ページは

どんな文
ぶん
型
けい
の導

どう

入
にゅう
に使

つか
えるか等

とう

を教
きょう
師
し
の勉

べん
強
きょう
会
かい

などで話
はな
し合

あ
う

という使
つか
い方

かた
も

できます。
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いい
島
じま
ひとみ、芝

しば
薫
かおる
、高

たか
本
もと
佳
か
代
よ
子
こ
、村
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上
かみ
まさ

み xスリーエーネットワーク（〒101-0064 東
とう

京
きょう
都
と
千
ち
代
よ
田
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猿
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楽
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べっ
冊
さつ
解
かい
説
せつ
付
つ
き

　皆
みな
さんがふだん使

つか
っている言

げん
語
ご
では、親

した
しい

友
とも
だちと話

はな
すときと目

め
上
うえ
の人

ひと
と話
はな
すときとでは

言
い
い方

かた
に違

ちが
いがありますか。また、同

おな
じ相
あい
手
て
と

話
はな
すときでも、お願

ねが
いをするときとけんかをす

るときとではどうでしょうか。日
に
本
ほん
語
ご
では、話

はな

す相
あい
手
て
や内

ない
容
よう
によって言

い
い方

かた
を変

か
えるのが普

ふ
通
つう

です。この「相
あい
手
て
、内

ない
容
よう
、場

ば
面
めん
・状

じょう
況
きょう
などを考

こう

慮
りょ
した表

ひょう
現
げん
」のことを待

たい
遇
ぐう
表
ひょう
現
げん
といいます。待

たい

遇
ぐう
表
ひょう
現
げん
は日

に
本
ほん
語
ご
母
ぼ
語
ご
話
わ
者
しゃ
でも間

ま
違
ちが
えることがあ

るので、日
に
本
ほん
語
ご
を学

がく
習
しゅう
する人

ひと
が、「難

むずか
しい、わ

からない」と思
おも
うのも無

む
理
り
はありません。本

ほん
書
しょ

は日
に
本
ほん
語
ご
の基

き
本
ほん
的
てき
な文

ぶん
法
ぽう
は身

み
につけている人

ひと
が、

さらに発
はっ
展
てん
して「相

あい
手
て
、内

ない
容
よう
、場

ば
面
めん
・状

じょう
況
きょう
など

を考
こう
慮
りょ
した」適

てき
切
せつ
な言

い
い方

かた
を理

り
解
かい
するのに役

やく
立
だ

つ問
もん
題
だい
集
しゅう
です。内

ない
容
よう
は敬
けい
語
ご
が中

ちゅう
心
しん
ですが、親

した
し

い人
ひと
と話

はな
すときに使

つか
われる表

ひょう
現
げん
も含
ふく
まれていま

す。

　本
ほん
書
しょ
の構
こう
成
せい
は大
おお
きくⅠ．待

たい
遇
ぐう
表
ひょう
現
げん
と敬

けい
語
ご
、Ⅱ．

様
さま
々
ざま
な表

ひょう
現
げん
と使

つか
い方

かた
、Ⅲ．待

たい
遇
ぐう
表
ひょう
現
げん
が用

もち
いられ

る場
ば
面
めん
､の３つに分

わ
かれています。Ⅰ．は本

ほん
書
しょ
を

読
よ
み進

すす
めるのに必

ひつ
要
よう
な言

こと
葉
ば
や知

ち
識
しき
を確

かく
認
にん
し待

たい

遇
ぐう
表
ひょう
現
げん
とはどんなものかを理

り
解
かい
するための章

しょう
、

Ⅱ．は練
れん
習
しゅう
問
もん
題
だい
を解

と
きながら文

ぶん
法
ぽう
や文

ぶん
型
けい
の再

さい
整
せい

理
り
をする章

しょう
、最
さい
後
ご
のⅢ．は言

こと
葉
ば
の機

き
能
のう
に注

ちゅう
目
もく
し、

場
ば
面
めん
別
べつ
に正
ただ
しい待

たい
遇
ぐう
表
ひょう
現
げん
を学

まな
ぶ章

しょう
になっていま

す。どの章
しょう
も、〈ａ．ウォームアップ〉、〈ｂ．本

ほん

文
ぶん
、〉〈ｃ．総

そう
合
ごう

演
えん
習
しゅう
〉、〈ｄ．ち

ょっと一
ひと
息
いき
〉と

いう流
なが
れで書

か
か

れており、〈ｃ．

の総
そう
合
ごう
演
えん
習
しゅう
〉ま

で進
すす
むのが一

いっ
般
ぱん

的
てき
な使

つか
い方

かた
です

が、日
に
本
ほん
語
ご
の先

せん

生
せい
や余

よ
力
りょく
がある

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
は〈ｂ．

本文〉にある★

のついている項
こう

目
もく
や〈ｄ．ちょ

っと一
ひと
息
いき
〉の発

はっ
展
てん

問
もん
題
だい
まで進

すす
んでく

ださい。

　適
てき
切
せつ
な待

たい
遇
ぐう
表
ひょう
現
げん

を使
つか
うことは、よ

りよい人
にん
間
げん
関
かん
係
けい
を

作
つく
る助

たす
けになります。本

ほん
書
しょ
の学
がく
習
しゅう
を終

お
えたら、

今
こん
度
ど
は実
じっ
際
さい
に使

つか
ってみるといいでしょう。
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文
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演
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心
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　この本
ほん
は、自

じ
分
ぶん
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
への関

かか
わり方

かた
や、

日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
のあり方

かた
に疑

ぎ
問
もん
を感
かん
じている人

ひと
、あ

るいは仲
なか
間
ま
と共

とも
にもう一

いち
度
ど
教
きょう
育
いく
自
じ
体
たい
について考

かんが

え直
なお
したいと思

おも
う人

ひと
に、大

おお
きな刺

し
激
げき
とヒントを

与
あた
える本

ほん
です。

　著
ちょ
者
しゃ
達
たち
は、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
を「日

に

本
ほん
語
ご
運
うん
用
よう
力
りょく
を高

たか
めることをめざ

す」ものではなく、「学
がく
習
しゅう
者
しゃ
や教

きょう

師
し
の人

にん
間
げん
性
せい
を重

じゅう
視
し
しその成

せい
長
ちょう
を

めざす」ものととらえています。

「うまく教
おし
えることが本

ほん
当
とう
に良

よ

いことか？」「学
がく
習
しゅう
は教

きょう
師
し
が考

かんが
え

るような枠
わく
組
ぐ
みで常

つね
に進

すす
むよう

なものではなく、個
こ
性
せい
的
てき
なもの

である」という、新
しん
鮮
せん
で本

ほん
質
しつ
的
てき

な問
と
いかけや提

てい
言
げん
が、実

じっ
践
せん
報
ほう
告
こく

や議
ぎ
論
ろん
・提

てい
案
あん
の中

なか
に見

み
られます。

　14人
にん
の著
ちょ
者
しゃ
達
たち
は、日

に
本
ほん
のさまざまな現

げん
場
ば
で日

に

本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
に携

たずさ
わる日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
です。取

と
り上

あ
げら

れる話
わ
題
だい
も日

に
本
ほん
国
こく
内
ない
の事

じ
情
じょう
が背
はい
景
けい
となっていま

すが、世
せ
界
かい
各
かっ
国
こく
で日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
に携

たずさ
わる人

ひと
にとっ

ても、社
しゃ
会
かい
や世

せ
界
かい
の情

じょう
勢
せい
に日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
がどのよ

うに関
かか
わるべきかを考

かんが
えるきっかけを与

あた
えてく

れます。

　第
だい
一
いち
部
ぶ
では「人

にん
間
げん
主
しゅ
義
ぎ
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
」につい

て具
ぐ
体
たい
的
てき
に紹

しょう
介
かい
し、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の個

こ
性
せい
を生

い
かす日

に
本
ほん

語
ご
教
きょう
育
いく
について述

の
べています。

　第
だい
二
に
部
ぶ
から四

よん
部
ぶ
では、地

ち
域
いき
社
しゃ
会
かい
・児

じ
童
どう
生
せい
徒
と
・

留
りゅう
学
がく
生
せい
対
たい
象
しょう
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
の実

じっ
践
せん
例
れい
を紹

しょう
介
かい
し、提

てい

案
あん
を行

おこな
っています。

　最
さい
終
しゅう
章
しょう
では、本

ほん

通
つう
信
しん
第
だい
46号

ごう
で「状

じょう

況
きょう
的
てき
学
がく
習
しゅう
論
ろん
」を紹

しょう

介
かい
した西

にし
口
ぐち
光
こう
一
いち
氏
し
が、バフチンとオングの言

げん
語
ご

論
ろん
を、新

あら
たな日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
を考

かんが
える拠

よ
り所

どころ
として

紹
しょう
介
かい
しています。

　この本
ほん
が議

ぎ
論
ろん
の種

たね
となり、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
観
かん
を根
こん

本
ぽん
から考

かんが
え直

なお
すきっかけとなることを、著

ちょ
者
しゃ
達
たち

は意
い
図
と
しています。

　勉
べん
強
きょう
会
かい
や読

どく
書
しょ
会
かい
などで取

と
り上

あ
げるには、巻

かん
末
まつ

の座
ざ
談
だん
会
かい
もよい材

ざい
料
りょう
となるでしょう。

●データ●

　これは、初
はじ
めて言

げん
語
ご
学
がく
を勉

べん
強
きょう
する日

に
本
ほん
の大

だい
学
がく

生
せい
を主

おも
な対

たい
象
しょう
として書

か
かれた本

ほん
です。言

げん
語
ご
、こと

ばというものがいかに身
み
近
ぢか
なものであり、さら

にいかに深
ふか
く社

しゃ
会
かい
や文

ぶん
化
か
と結

むす
びついているかと

いう点
てん
について、専

せん
門
もん
的
てき
な用

よう
語
ご
になれていない

人
ひと
にもわかりやすく解

かい
説
せつ
されています。各

かく
章
しょう
に

はそこで紹
しょう
介
かい
された概

がい
念
ねん
についてさらに詳

くわ
しく

知
し
るための参

さん
考
こう
文
ぶん
献
けん
一
いち
覧
らん
や、内

ない
容
よう
について考

かんが
え

てみるための問
もん
題
だい
がついています。

　この本
ほん
の特

とく
徴
ちょう
は、言

げん
語
ご
学
がく
の基

き
本
ほん
的
てき
な概

がい
念
ねん
を、

特
とく
に、社

しゃ
会
かい
・文

ぶん
化
か
と言

げん
語
ご
との関

かか
わりに関

かん
して幅

はば

広
ひろ
く解

かい
説
せつ
している点

てん
です。言

げん
語
ご
を形

かたち
作
づく
る要
よう
素
そ
の

確
かく
認
にん
から、敬

けい
語
ご
などの言

げん
語
ご
運
うん
用
よう
に関

かん
する問

もん
題
だい
、地
ち

域
いき
方
ほう
言
げん
や若
わか
者
もの
言
こと
葉
ば
などの社

しゃ
会
かい
的
てき
な問

もん
題
だい
、そして、

アイデンティティやジェンダーといった人
にん
間
げん
存
そん

在
ざい
や政
せい
治
じ
に関
かか
わる問

もん
題
だい
まで広

ひろ
く概

がい
観
かん
することが

できます。

　単
たん
に言
げん
語
ご
学
がく
に興

きょう
味
み
のある人

ひと
だけでなく広

ひろ
く日

に

本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
に携

たずさ
わる人

ひと
にとって重

じゅう
要
よう
な概

がい
念
ねん
にも触

ふ

れています。特
とく
に、「言

げん
語
ご
運
うん
用
よう
能
のう
力
りょく
」「アコモデー

ション理
り
論
ろん
」「バイリンガリズム」についての

章
しょう
は参

さん
考
こう
になるでしょう。ま

た、「ら抜
ぬ
き言

こと
葉
ば
」などのこ

とばの変
へん
化
か
についても、その

ような変
へん
化
か
の原

げん
因
いん
や、それに

対
たい
する様

さま
々
ざま
な見

み
方
かた
が紹

しょう
介
かい
され

ており、ことばの変
へん
化
か
を日

に

本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
にどう反

はん
映
えい
させるか

考
かんが
える上

うえ
で参

さん
考
こう
になるでしょ

う。

　各
かく
章
しょう
では、実

じっ
際
さい
に使

つか
われて

いることばの例
れい
が多

た
数
すう
あがっ

ています。ほとんどが、最
さい
近
きん

の日
に
本
ほん
語
ご
の状

じょう
況
きょう
を非

ひ

常
じょう
によく伝

つた
えている

ので、かえって海
かい
外
がい

で読
よ
む人

ひと
にはわかり

にくいかもしれませ

んが、現
げん
在
ざい
の日

に
本
ほん
で

のことばのとらえ方
かた
を知

し
るための材

ざい
料
りょう
になると

思
おも
います。

●データ●

z岡
おか
崎
ざき
洋
よう
三
ぞう
、西

にし
口
ぐち
光
こう
一
いち
、山

やま
田
だ
泉
いずみ
 x凡

ぼん
人
じん
社
しゃ

（〒102-0093 東
とう
京
きょう
都
と
千
ち
代
よ
田
だ
区
く
平
ひら
河
かわ
町
ちょう
1-3-13 菱

りょう

進
しん
平
ひら
河
かわ
町
ちょう
ビル1F　TEL.03-3263-3959 FAX.03- 

3263-3116 URL www.bonjinsha.com c2003

年
ねん
6月
がつ
6日
か
 v4-89358-541-X bA5判

ばん
314ページ 

n2,730円
えん

z飯
いい
野
の
公
まさ
一
かず
、恩

おん
村
むら
由
ゆ
香
か
子
こ
、杉

すぎ
田
た
洋
ひろし
、森

もり
吉
よし
直
なお

子
こ
 xくろしお出

しゅっ
版
ぱん
（〒112-0002 東

とう
京
きょう
都
と
文
ぶん
京
きょう

区
く
小
こ
石
いし
川
かわ
3-16-5  TEL.03-5684-3389 FAX.03- 

5684-4762  URL member.nifty.ne.jp/kurosio/ 

c2003年
ねん
4月
がつ
15日

にち
 v4-87424-274-X bA5判

ばん

248ページ n1,890円
えん

日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
の枠

わく
を超

こ
えて、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
を考

かんが
え直

なお
す

『日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
のための知

ち
識
しき
本
ほん
シリーズ③人

にん
間
げん
主
しゅ
義
ぎ
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
』

広
ひろ
い視

し
野
や
から言

げん
語
ご
をとらえなおしてみよう

『新
しん
世
せ
代
だい
の言

げん
語
ご
学
がく
　社

しゃ
会
かい
・文

ぶん
化
か
・人

ひと
をつなぐもの』

新
しん
刊
かん
教
きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹
しょう
介
かい

P.197 P. 100

P.4P.3P.2P.1

P.18 ～ 20 は以
い
下
か
の日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター専

せん
任
にん
講
こう
師
し
が図

と
書
しょ
を選
えら
び、分

ぶん
担
たん
して紹

しょう
介
かい
文
ぶん
を執
しっ
筆
ぴつ
しました。

島
しま
田
だ
徳
のり
子
こ
、木

き
山
やま
登
と
茂
も
子
こ
、押
おし
尾
お
和
かず
美
み
、長
なが
坂
さか
水
み
晶
あき
、古
ふる
川
かわ
嘉
よし
子
こ
（執
しっ
筆
ぴつ
順
じゅん
）

http://www.bonjinsha.com
http://member.nifty.ne.jp/kurosio/
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　今
こん

回
かい

は海
かい

外
がい

の小
しょう

・中
ちゅう

学
がっ

校
こう

の生
せい

徒
と
たちを対

たい
象
しょう

として、日
に
本
ほん

の伝
でん

統
とう

文
ぶん

化
か
や流

りゅう
行
こう

事
じ
情
じょう

などを日
に
本
ほん

語
ご
と英

えい
語
ご
、その他

ほか
のいろ

いろな言
げん

語
ご
で紹

しょう
介
かい

しているホームページ「キッズウェブジ

ャパン」（図
ず
１）を取

と
り上

あ
げます。

　「キッズウェブジャパン」は、１．バーチャル・カルチ

ャー（日
に
本
ほん
文
ぶん
化
か
体
たい
験
けん
）　２．キッズギャラリー　３．ゲーム 

４．流
りゅう
行
こう
通
つう
信
しん
　５．エコキッズ　６．目

め
指
ざ
せ！明

あ
日
す
の巨

きょ
匠
しょう
 

７．学
がっ
校
こう
へ行

い
こう　８．キッズどこでも探

たん
検
けん
隊
たい

という８つ

のコーナーによって構
こう

成
せい

されています。さらに、各
かく

コーナ

ーではさまざまな分
ぶん

野
や
における日

に
本
ほん

の代
だい

表
ひょう

的
てき

なものを取
と
り

上
あ
げています。ここでは、そのうちの３つのコーナーにつ

いて簡
かん

単
たん

に紹
しょう

介
かい

します。

　まず、「バーチャル・カルチャー」コーナーでは折
お
り紙

がみ

や生
い
け花

ばな
、書

しょ
道
どう
、お琴

こと
、盆

ぼん
栽
さい
、ふくわらい、浮

うき
世
よ
絵
え
、やぶ

さめと弓
きゅう
道
どう
、日

に
本
ほん
人
じん
と着

き
物
もの
、柔

じゅう
道
どう

について、その歴
れき

史
し
や種

しゅ

類
るい

、作
さ
法
ほう

などを分
わ
かりやすく説

せつ
明
めい

しています。それだけで

はなく、ここで取
と
り上

あ
げられている折

お
り紙

がみ
、生

い
け花

ばな
なども

すべてバーチャル体
たい

験
けん

できるようになっています。たとえ

ば、折
お
り紙

がみ
のところをクリックすると、日

に
本
ほん

人
じん

なら誰
だれ

でも

一
いち

度
ど
は折

お
ったことのある、「鶴

つる
」の折

お
り方

かた
をゲーム感

かん
覚
かく

で

体
たい

験
けん

できます。折
お
り方

かた
をまったく知

し
らない人

ひと
でも、バーチ

ャル体
たい

験
けん

を通
とお

して自
じ
分
ぶん

で折
お
れるようになるでしょう。折

お
り

紙
がみ

を持
も
っていなければ、ダウンロードコーナーもあるので、

折
お
り線

せん
が入

はい
った紙

かみ
を印

いん
刷
さつ

してすぐ使
つか

えるようになっていま

す。日
に
本
ほん

の折
お
り紙

がみ
を教

おし
えるのには大

たい
変
へん

参
さん

考
こう

になるでしょう。

また、日
に
本
ほん

の伝
でん

統
とう

的
てき

な遊
あそ

びの一
ひと

つ「ふくわらい」（図
ず
２）

もバーチャルで挑
ちょう

戦
せん

できます。あなたも「バーチャルふく

わらい」に挑
ちょう

戦
せん

してみませんか。バーチャル体
たい

験
けん

をするに

は、Shockwave®という専
せん

用
よう

ソフトが必
ひつ

要
よう

です。これは、

無
む
料
りょう

でダウンロードできるフリーウェア・ソフトですので、

インターネットからご使
し
用
よう

のパソコンに取
と
り込

こ
んでから、

バーチャル体
たい

験
けん

をしてみてください。

　次
つぎ

に、「流
りゅう

行
こう

通
つう

信
しん

」のコーナーでは、年
ねん

に数
すう

回
かい

、日
に
本
ほん

の

子
こ
ども達

たち
の間

あいだ
で流

は
行
や
っていることを発

はっ
信
しん

しています。取
と
り

上
あ
げられている話

わ
題
だい

も音
おん

楽
がく

、ファッション、スター、タレ

ント、アニメなど実
じつ

に豊
ほう

富
ふ
です。また、1998年

ねん
から現

げん
在
ざい

ま

での流
りゅう

行
こう

が見
み
られるので、日

に
本
ほん

の流
りゅう

行
こう

事
じ
情
じょう

や流
なが

れなどを紹
しょう

介
かい

するには便
べん

利
り
でしょう。ちなみに、2003年

ねん
１月

がつ
～３月

がつ
の

「流
りゅう

行
こう

通
つう

信
しん

」はテレビアニメ「ワンピース」を取
と
り上

あ
げて

います。このテレビアニメは海
かい

賊
ぞく

王
おう

を目
め
指
ざ
して海

うみ
に出

で
た少

しょう

年
ねん

ルフィ（主
しゅ

人
じん

公
こう

）が、いろいろな事
じ
件
けん

や事
じ
故
こ
に遭

そう
遇
ぐう

しま

すが、そのたびに個
こ
性
せい

豊
ゆた

かな仲
なか

間
ま
と助

たす
け合

あ
って旅

たび
を続

つづ
ける

話
はなし

です。日
に
本
ほん

のアニメ文
ぶん

化
か
が世

せ
界
かい

中
じゅう

で人
にん

気
き
を集

あつ
めているこ

の頃
ごろ

、授
じゅ

業
ぎょう

の中
なか

で日
に
本
ほん

のテレビアニメを紹
しょう

介
かい

したり、この

紹
しょう

介
かい

ページを見
み
せたりすることによって、学

がく
習
しゅう

者
しゃ

たちの日
に

本
ほん

語
ご
学
がく

習
しゅう

の動
どう

機
き
付
づ
けにもなるでしょう。

　最
さい

後
ご
に、皆

みな
さんは生

せい
徒
と
から「日

に
本
ほん

の小
しょう

・中
ちゅう

学
がっ

校
こう

にはどん

な授
じゅ

業
ぎょう

がありますか」「日
に
本
ほん

の生
せい

徒
と
達
たち

はどんな課
か
外
がい

活
かつ

動
どう

に

参
さん

加
か
していますか」など、よく聞

き
かれませんか。

「学
がっ

校
こう

へ行
い
こう」のコーナーでは、日

に
本
ほん

のいろいろな小
しょう

・

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

の授
じゅ

業
ぎょう

や課
か
外
がい

活
かつ

動
どう

、年
ねん

中
ちゅう

行
ぎょう

事
じ
、友

とも
達
だち

との話
わ
題
だい

などを

写
しゃ

真
しん

付
つき

で紹
しょう

介
かい

しています。また、それぞれの学
がっ

校
こう

について

コメントを送
おく

ることもできるので、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

に感
かん

想
そう

文
ぶん

を書
か
か

せてメールで送
おく

ると、日
に
本
ほん

の小
しょう

・中
ちゅう

学
がく

生
せい

との交
こう

流
りゅう

も生
う
まれ

るでしょう。

じゅ ぎょう やく だ キッズ ウェブ ジャパン（日
に
本
ほん
語
ご
版
ばん
）

第
だい
7 回

かい

このコーナーの担
たん

当
とう

者
しゃ

：王
おう

　崇
すう

梁
りょう

、根
ね
津
つ
　誠

まこと
（日

に
本
ほん

語
ご
国
こく

際
さい

センター専
せん

任
にん

講
こう

師
し
）

http://www.jinjapan.org/kidsweb/
index-j.html

図
ず
1「キッズウェブジャパン（日

に
本
ほん
語
ご
版
ばん
）」トップページ

図
ず
2  バーチャルカルチャー「ふくわらい」

KIDS WEB JAPAN
Useful Web Sites for Teachers

http://www.jinjapan.org/kidsweb/index-j.html
http://www.jinjapan.org/kidsweb/index-j.html
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　今
こん

回
かい

は、目
もく

的
てき

の意
い
味
み
を表

あらわ
す二

ふた
つの文

ぶん
型
けい

を整
せい

理
り
して、比

くら

べてみたいと思
おも

います。

１. V  1 ために V  2　　

　新
しん

聞
ぶん

に、日
に
本
ほん

人
じん

の働
はたら

く目
もく

的
てき

などを調
しら

べた世
よ
論
ろん

調
ちょう

査
さ
の記

き

事
じ
が載

の
っていました。ちょっと読

よ
んでみましょう。

　ａ～ｄの例
れい

で点
てん

線
せん

をひいた部
ぶ
分
ぶん

、たとえば「お金
かね

を得
え

る」ことや、「生
い
きがいを見

み
つけること」は、回

かい
答
とう

した

人
ひと

たちが、それぞれ働
はたら

いて実
じつ

現
げん

したいと思
おも

っていること

がらです。つまり「働
はたら

く」という動
どう

作
さ
の目

もく
的
てき

になってい

ます。

　ａ～ｄでは、目
もく

的
てき

の部
ぶ
分
ぶん

と「働
はたら

く」という動
どう

作
さ
の部

ぶ
分
ぶん

が「ために」でつながれていますが、書
か
きことばで「ため」

だけになることもあります（→ｄ’）。その場
ば
合
あい

も、意
い
味
み

は変
か
わりません。

　ｄ’生
い
きがいを見

み
つけるため働

はたら
く。

また、下
した

のような文
ぶん

型
けい

で、目
もく

的
てき

が何
なに

かを質
しつ

問
もん

することが

できます。

　ｅ何
なん

のために働
はたら

きますか。

２.  V 1 ように V 2　　

　次
つぎ

に、「V 1 ように V 2」で表
あらわ

す目
もく

的
てき

の文
ぶん

を見
み
てみましょ

う。次
つぎ

の文
ぶん

章
しょう

は小
こ
鳥
とり

の飼
か
い方

かた
の本

ほん
から引

いん
用
よう

したものです。

　

　ｆ、ｇの例
れい

も、点
てん

線
せん

をひいた部
ぶ
分
ぶん

で、実
じつ

現
げん

したいこと

を表
あらわ

し、「ように」のあとに、するべき動
どう

作
さ
が示

しめ
されて

います。

　また、この文
ぶん

型
けい

でも「ように」のかわりに「よう」だ

け用
もち

いられることがあります。

　ｆ’ ビタミン A が不
ふ
足
そく

しないよう…緑
みどり

の濃
こ
い野

や
菜
さい

を

与
あた

えましょう。

　ただし、「ように」を使
つか

って、目
もく

的
てき

が何
なに

かを質
しつ

問
もん

する

疑
ぎ
問
もん

の形
かたち

はありません（→ｈ）。

ｈ ｛どの／何
なん

の｝ように小
こ
松
まつ

菜
な
など緑

みどり
の濃

こ
い野

や
菜
さい

を与
あた

え

ますか。（??）

３. 学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の間

ま
違
ちが
えやすい点

てん

　１.と２.で紹
しょう

介
かい

した文
ぶん

型
けい

は、どちらも中
ちゅう

級
きゅう

の前
ぜん

半
はん

ま

でには学
がく

習
しゅう

しますが、両
りょう

方
ほう

とも目
もく

的
てき

の表
ひょう

現
げん

で意
い
味
み
が似

に
て

いるので、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が間
ま
違
ちが

えやすくなっています。たとえ

ば、ａやｂを「V 1 ように V 2」の文
ぶん

に置
お
き換

か
えることは

できるでしょうか。

a’　お金
かね

を得
え
るように働

はたら
く。（??）

b’　社
しゃ

会
かい

の一
いち

員
いん

として、務
つと

めを果
は
たすように働

はたら
く。（??）

　どれも不
ふ
自
し
然
ぜん

な文
ぶん

になってしまいましたね。もう少
すこ

し

変
か
えると「V 1 ように V 2」の文

ぶん
型
けい

が使
つか

えます。

ａ’’ お金
かね

を得
え
ることができるように働

はたら
く。

学
がく
習
しゅう
段
だん
階
かい
：初

しょ
級
きゅう
後
こう
半
はん
～中

ちゅう
級
きゅう
前
ぜん
半
はん

キーワード：目
もく
的
てき
、意

い
志
し
性
せい
、複

ふく
文
ぶん

第
だい
７回

かい
　V1ためにV2 ／ V1ようにV2

Approachable Japanese Grammar
Beginning and Intermediate

働
はたら

く目
もく

的
てき

については49.5％が「ａお金
かね

を得
え
るために働

はたら

く」と回
かい

答
とう

した。「ｂ社
しゃ

会
かい

の一
いち

員
いん

として、務
つと

めを果
は
た

すために働
はたら

く」が11.7％、「ｃ自
じ
分
ぶん

の才
さい

能
のう

や能
のう

力
りょく

を発
はっ

揮
き
するために働

はたら
く」が9.6％で、「ｄ生

い
きがいを見

み
つけ

るために働
はたら

く」は22.5％だった。」

『東
とう

京
きょう

新
しん

聞
ぶん

』2003 年
ねん

9 月
がつ

1
とお
0 日

か
朝
ちょう

刊
かん

p. ８ 

 「『お金
かね

』派
は
やや減

へ
り『生

い
きがい』派

は
増
ぞう

加
か
」より

また、日
ひ
ごろから、ｆビタミンＡが不

ふ
足
そく

しないように、

小
こ
松
まつ

菜
な
など、緑

みどり
の濃

こ
い野

や
菜
さい

を与
あた

えましょう。

　ｇいち早
はや

く、異
い
常
じょう

に気
き
づくことができるように、ト

リのようすをよく観
かん

察
さつ

し、…中
ちゅう

略
りゃく

…注
ちゅう

意
い
しましょう。

小
こ
松
まつ

菜
な
‥‥ほうれん草

そう
に似

に
た、野

や
菜
さい

の一
いっ

種
しゅ

アニファブックス　4『－わが家
や
の動

どう
物
ぶつ
・完

かん
全
ぜん

マニュアル－インコ』

ｐ.109　ｌ.15-21（スタジオ・エス2000）

　　ぶん　　　　　　ぽう
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うに入
はい

られない」も意
い
志
し
性
せい

がありません。つまり、「よ

うに」は意
い
志
し
性
せい

のないことがらを表
あらわ

すことばの非
ひ
過
か
去
こ
の

普
ふ
通
つう

形
けい

に接
せつ

続
ぞく

します。

　一
ひと

つの文
ぶん

（始
はじ

まりから「。」まで）の中
なか

に、二
ふた

つ以
い
上
じょう

の節
せつ

がある文
ぶん

を複
ふく
文
ぶん

といいます。今
こん

回
かい

勉
べん

強
きょう

した目
もく

的
てき

を表
あらわ

す文
ぶん

型
けい

では、目
もく

的
てき

を表
あらわ

す節
せつ

に意
い
志
し
性
せい

があるかないかを考
かんが

えてください。初
しょ

級
きゅう

後
こう

半
はん

の時
じ
期
き
に意

い
志
し
性
せい

と文
ぶん

型
けい

の使
つか

い方
かた

の関
かん

係
けい

に気
き
づいておくことは中

ちゅう
級
きゅう

へ向
む
かう学

がく
習
しゅう

者
しゃ

にとっ

て大
たい

切
せつ

なことです。

クイズ

　（ａ）～（ｂ）に「ために」と「ように」のどちらを

入
い
れますか。答

こた
えは同

どう
ページの下

した
にあります。

場
ば
面
めん
1：昔

むかし
の紙

かみ
芝
しば
居
い
についての紹

しょう
介
かい
文
ぶん

　紙
かみ

芝
しば

居
い
屋
や
さんは 40 年

ねん
ぐらいまで、町

まち
で子

こ
どもたちに

絵
え
を見

み
せながらおもしろい話

はなし
を聞

き
かせていました。紙

かみ
芝
しば

居
い
屋
や
さんは子

こ
どもたちを集

あつ
める（ａ）たいこを叩

たた
いたり、

お菓
か
子
し
を売

う
ったりしました。

場
ば
面
めん
2： 『日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
通
つう
信
しん
』の編

へん
集
しゅう
者
しゃ
と読

どく
者
しゃ
が話

はな
してい

ます。

読
どく
　者

しゃ
： 『通

つう
信
しん

』のふりがなはどうして下
した

についている

んですか。

編
へん
集
しゅう
者
しゃ
： 漢

かん
字
じ
の読

よ
み方

かた
の練

れん
習
しゅう

ができる（ｂ）下
した

につけて

いるんですよ。

ｂ’’ 社
しゃ

会
かい

の一
いち

員
いん

として、務
つと

めが果
は
たせるように働

はたら
く。

ａ’’や ｂ’’の点
てん

線
せん

の部
ぶ
分
ぶん

に注
ちゅう

意
い
してください。

　目
もく

的
てき

を表
あらわ

す二
ふた

つの表
ひょう

現
げん

を間
ま
違
ちが

えずに使
つか

うにはどんなこ

とに気
き
をつければよいでしょうか。

４．目
もく
的
てき
の意

い
味
み
を表

あらわ
す文

ぶん
型
けい
と意

い
志
し
性
せい

　では、「ために」「ように」の前
まえ

のことばに注
ちゅう

意
い
して例

れい

文
ぶん

を見
み
てみましょう。

〈1〉 立
りっ
派
ぱ
なお医

い
者
しゃ
さんになるために、一

いっ
生
しょう
懸
けん
命
めい
勉
べん
強
きょう
して

います。

〈2〉 うれしいニュースを早
はや
く知

し
らせるために電

でん
話
わ
をかけ

ました。

〈3〉外
がい
国
こく
語
ご
を勉

べん
強
きょう
するために、辞

じ
書
しょ
を買

か
いました ｡

〈4〉よく眠
ねむ
れるように寝

ね
る前

まえ
にお風

ふ
呂
ろ
に入

はい
ります。

〈5〉 いつでも使
つか
えるように使

つか
った道

どう
具
ぐ
はかたづけておき

ます。　

〈6〉どろぼうに入
はい
られないようにかぎを二

ふた
つかけます。

　「ために」の文
ぶん
〈1〉〈2〉〈3〉と、「ように」の文

ぶん
〈4〉〈5〉

〈6〉の違
ちが

いは何
なん

でしょうか。

　「立
りっ

派
ぱ
なお医

い
者
しゃ

さんになる」「ニュースを知
し
らせる」

「外
がい

国
こく

語
ご
を勉

べん
強
きょう

する」は、自
じ
分
ぶん

の意
い
志
し
でそれをするかし

ないかを決
き
めたり選

えら
んだりできることがらです。目

もく
的
てき

の

文
ぶん

型
けい

で使
つか

う「ために」はこのような意
い
志
し
性
せい

のあることが

らを表
あらわ

すことばの非
ひ
過
か
去
こ
の普

ふ
通
つう

形
けい

に接
せつ

続
ぞく

します。

　それに対
たい

して「よく眠
ねむ

れる」「いつでも使
つか

える」「どろ

ぼうに入
はい

られない」は、どうでしょうか。この三
みっ

つの共
きょう

通
つう

点
てん

は、上
うえ

で述
の
べたような意

い
志
し
性
せい

がないことです。たと

えば、「眠
ねむ

る」という動
どう

詞
し
は、前

ぜん
後
ご
の文

ぶん
脈
みゃく

によって意
い
志
し

性
せい

をもつ場
ば
合
あい

と持
も
たない場

ば
合
あい

がありますが、「よく眠
ねむ

れ

る」では意
い
志
し
性
せい

が完
かん

全
ぜん

になくなります。また、「どろぼ

文
ぶん
法
ぽう
をやさしく

参
さん
考
こう
文
ぶん
献
けん

クイズの答
こた
え：（ａ）ために　（ｂ）ように

このコーナーについてご感
かん

想
そう

やご質
しつ

問
もん

があれば送
おく

ってください。

担
たん

当
とう

者
しゃ

：荒
あら

川
かわ

みどり（日
に
本
ほん

語
ご
国
こく

際
さい

センター客
きゃく

員
いん

講
こう

師
し
）、木

き
山
やま

登
と
茂
も
子
こ
（日

に
本
ほん

語
ご
国
こく

際
さい

センター専
せん

任
にん

講
こう

師
し
）

庵
いおり

功
いさ

雄
お
ほか『初

しょ
級
きゅう

を教
おし

える人
ひと

のための日
に
本
ほん

語
ご
文
ぶん

法
ぽう

ハンド

ブック』（2000）スリーエーネットワーク
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『世界の日本語教育』第15号
投稿論文の募集

　外国語あるいは第二言語としての日本語教育に
関心のある方々のための学術論文集である『世界
の日本語教育＜論集＞』は、1991年より毎年1
号刊行されてきました。その後、1994年に、世
界各地の日本語教育事情を紹介する報告集『世界
の日本語教育＜事情報告編＞』刊行も始まり、こ
ちらはほぼ隔年で発行を続けてきました。
　このたび、当基金が2003年10月1日付けで
独立行政法人となったことにともない進められて
いる様々な改革及び合理化の一環として、＜事情
報告編＞は近々刊行予定の第7号をもって基本的
に廃刊し、投稿部分のみを＜論集＞へ吸収合併す
ることとなりました。両誌の合併は2004年度に
投稿論文の募集を行います＜論集＞第15号より、
開始されます。
　投稿部門として、従来の＜論集＞が対象として
いた論文を扱う＜学術論文部門＞と、従来の＜事
情報告編＞が対象としていた報告を扱う＜実践・
事情報告部門＞の2部門を設けました。両部門は、
「投稿を期待する論文内容」と「採用予定本数」
が異なります。
　ここに、従来の投稿案内から大きく変更となる
部分のみ掲載いたします。全容は、2004年2月
初旬にウェブサイト等で公表いたしますので、投
稿を予定されている方は、是非そちらもご覧くだ
さいますようお願いいたします（インターネット
の利用が難しい方は、文末にある連絡先へお問い
合わせください）。

（変更点１）投稿を期待する論文内容：
　次の何れかの分野で未発表のものに限ります。
一執筆者一部門のみの投稿しか受け付けません。

＜学術論文部門＞
（１）日本語教育
教授法、カリキュラム・デザイン、学習環境、
評価、第一及び第二言語習得、文化等のテーマ
で、日本語教育に関する学術論文

（２）日本語研究及び関連分野
日本語学、社会言語学、心理言語学、対照言語
学に関する学術論文（日本語教育にとって有用
な論考を歓迎します。）

＜実践・事情報告部門＞
（１）日本語教育に関する実践報告
（２）世界各地の日本語教育事情に関する報告（通
史的に概観・要約した報告ではなく、特定の時
代、分野、方法等に焦点を当てた、独創的な着
眼点を持つ報告を求めます。）

（変更点２）採用予定本数：
　それぞれの部門の投稿本数によって変動します
が、両部門あわせて15本程度とします。＜学術
論文部門＞8～12本　＜実践・事情報告部門＞
5～3本

（変更点３）論文提出締切日： 2004年6月30日
（必着）

（変更点４）連絡先（問合わせ及び論文提出先）
　2004年3月31日までは、従来どおり当基金日
本語国際センター情報交流課（E-mail: ncjoho 
@jpf.go.jp, Tel: 048-834-1184, Fax: 048- 
830-1588, 住所: 〒330-0074　埼玉県さい
たま市浦和区北浦和5-6-36）へお願いします。
　2004年4月1日以降は、担当の情報交流課が
他課と統合される予定のため、当基金本部総務課
（Tel: 03-5562-3511,Fax: 03-5562-3494,
住所: 〒107-6021　東京都港区赤坂1-12-32 
アーク森ビル21F）へ連絡を取り、転送しても
らってください。
　投稿案内は、2月初旬に、http://www.jpf.go. 
jp/j/urawa/index.htmlに掲載します。

2003 年度日本語能力試験

　昨年12月7日（日）に、2003年度の日本語能
力試験が、当基金、（財）日本国際教育協会の共催
で実施されました。
　この試験は、日本国内外において、原則として
日本語を母語としない人を対象に、習得した日本
語の能力を客観的に測定し、その能力を認定する
ことを目的としています。1984年から実施され
ており、今回で20回目を迎えました。
　今回は国外38の国・地域の88都市、日本国
内19都道府県で実施され、総計320,987人（昨
年度比約12.2％増）の応募者がありました。
　各級の応募者数については別表のとおりです。

級　別 2003年度
応募者数（人）

2002年度
応募者数（人）

伸び率
前年度比

国　

外

1級 62,820 54,928 14.4％

2級 77,663 67,302 15.4％

3級 75,873 67,951 11.7％

4級 43,682 40,757 7.2％

小計 260,038 230,938 12.6％

国　

内

1級 36,353 32,818 10.8％

2級 14,357 12,536 14.5％

3級 7,357 7,097 3.7％

4級 2,882 2,779 3.7％

小計 60,949 55,230 10.4％

合　計 320,987 286,168 12.2％

第 5回しずおか世界翻訳
コンクール応募作品募集

　グローバリゼーションの進展とともに国際文化
交流の重要性が日々高まる今日、日本を知っても
らうためには、日本人の文化や価値観を伝える日
本文学を翻訳し、日本語を解さない方々に読んで
いただくことが有効であると考えます。しかし、
御存知のとおり日本語の習得は難しく、さらに日
本文学を世界に紹介できる優秀な翻訳家の数は多
くありません。
　そこで、静岡県では、かねてから優秀な若手翻
訳家の不在を憂えていた、日本研究の第一人者で
あるドナルド キーン氏（コロンビア大学名誉教

授・しずおか世界翻訳コンクール審査委員長）に
全面的な協力を仰ぐとともに、外務省、文化庁、
国際交流基金及び自治体国際化協会の後援を受け、
1995年から、若い人材の発掘・育成を目的とし、
「しずおか世界翻訳コンクール」を開催しています。
　第5回コンクールは英語とロシア語が対象です。
（１）資　　格： 国籍・年齢不問。ただし、かつ

て文芸作品の翻訳出版をしたこ
とのある人は審査対象外。共訳
は不可。

（２）翻訳言語： 英語またはロシア語（どちらか
1言語選択する）

（３）翻訳課題： 次の課題図書の中から小説1編、
評論1編を選択し、2編を1組と
して翻訳する。

＜課題図書＞

小　
　
　

説

作品／著者 出　典

「ある心の風景」
（梶井基次郎）

『日本文学全集第37巻』
（集英社）

「驟り雨」
（藤沢周平）

『驟り雨』
（新潮文庫）

「サマーブランケット」
（江國香織）

『泳ぐのに、安全でも適切で
もありません』（集英社）

評　
　

論

作品／著者 出　典

「トルストイについて（一）」
（正宗白鳥）

『日本文学全集第12巻』
（筑摩書房）

「『論語読み』の愉しみ」
（宮崎市定）

『論語の新しい読み方』
（岩波現代文庫）

「科学と知的好奇心」
（池澤夏樹）

『海図と航海日誌』
（スイッチ・パブリッシング）

（４）応募締切：2004年12月10日
（５）　　賞　　： 最優秀賞　各言語で1名

賞金100万円と日本留学助成金
（1年間）

（６）審査委員： 
審査委員長（英語）
ドナルド・キーン（コロンビア大学名誉教授）
審査委員（英語）
大岡　信（詩人、文芸批評家）
ジャニーン・バイチマン（大東文化大学教授）
審査委員（ロシア語）
沼野充義（東京大学助教授）
グリゴーリイ･チハルチシヴィリ（作家・日本文学者）

（７）問い合わせ先：
詳細については、以下のウェブサイトをご覧に
なるか、事務局に資料を請求してください。
URL  http://www1.sphere.ne.jp/shizuoka
Eメール  shizuoka@po.sphere.ne.jp
TEL. 054-221-3109
FAX. 054-250-2784
郵便での資料請求は、以下の住所にお願いしま
す。
〒420-8601　静岡県静岡市追手町9番6号
静岡県教育委員会文化課　
伊豆文学フェスティバル実行委員会事務局

ニュース 

編集・発行　独立行政法人　国際交流基金

　　　　　　日本語国際センター 情報交流課

〒330-0074　 埼玉県さいたま市浦和区北浦和
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The Japan Foundation
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（6－36 Kita-Urawa 5 Chome, Urawa-ku, 

Saitama-shi, Saitama 330-0074, Japan）
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